
な
か
の
し
よ
う
に
い
が
わ
け

本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
新
川
盛
政
駿
河
下
向
記
」
は
中
庄
新
川
家
文
書
の
一
つ
で

あ
る
。
中
庄
新
川
家
文
書
は
、
江
戸
時
代
に
は
和
泉
国
中
庄
（
大
阪
府
泉
佐
野
市
中

（
１
）

庄
）
の
在
地
代
官
を
勤
め
、
昭
和
初
期
ま
で
大
地
主
で
あ
っ
た
中
庄
新
川
家
に
伝
来
す

（
２
）

る
お
よ
そ
二
千
五
百
点
に
及
ぶ
文
書
群
で
、
平
成
二
三
年
以
来
、
大
利
直
美
・
近
藤
孝

敏
・
鶴
崎
裕
雄
・
山
村
規
子
が
国
文
学
研
究
資
料
館
の
文
献
調
査
を
続
け
て
い
る
。
こ

の
調
査
を
機
会
に
「
中
庄
新
川
家
文
書
研
究
会
」
を
組
織
し
た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
新
川
家
文
書
や
新
川
盛
政
に
関
す
る
論
文
や
口
頭
発
表
を
挙
げ
る
と
、
研
究
会
組

（
３
）

織
以
前
も
含
め
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
近
藤
（
論
文
発
表
）
「
貝
塚
寺
内
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
ｌ
「
貝
塚
寺
内
基
立
書
」
の

史
料
批
判
を
通
じ
て
ｌ
」
大
沢
研
一
・
仁
木
宏
編
『
寺
内
町
の
研
究
ｌ
地
域
の
中

の
寺
内
町
』
法
蔵
館
刊
平
成
一
○
年
一
○
月
。

｜
中
庄
新
川
家
文
書
と
新
川
盛
政

「
新
川
盛
政
駿
河
下
向
記
」
の
史
料
的
研
究

ｌ
中
庄
新
川
家
文
書
研
究
会
報
告
－
１

器
キ
ー
ワ
ー
ド

慶
長
期
紀
行
文
・
駿
河
大
御
所
政
治
・
和
泉
国
土
豪
・
新
川
盛
政
・
和
漢
聯
句

②
近
藤
（
口
頭
発
表
）
「
中
世
末
～
近
世
初
頭
の
和
泉
国
新
川
氏
ｌ
中
近
世
移
行
期
の

「
地
侍
」
の
存
在
形
態
ｌ
」
戦
国
織
豊
期
研
究
会
於
大
阪
府
泉
佐
野
市
泉
佐
野
市

民
ホ
ー
ル
平
成
一
四
年
七
月
。

③
近
藤
（
論
文
発
表
）
「
中
世
末
～
近
世
初
頭
の
「
中
庄
新
川
文
書
」
」
『
泉
佐
野
市
史

研
究
』
第
九
号
平
成
一
五
年
三
月
。

④
鶴
崎
（
口
頭
発
表
）
「
歌
枕
と
紀
行
Ｉ
近
世
初
頭
の
武
士
（
国
人
衆
）
へ
の
王
朝
文
学

の
流
布
と
継
承
」
於
国
文
学
研
究
資
料
館
平
成
二
○
年
六
月
。

⑤
大
利
（
口
頭
発
表
）
「
堺
連
歌
と
古
今
伝
授
ｌ
泉
州
地
侍
と
の
交
流
ｌ
」
戦
国
織
豊

期
研
究
会
於
滋
賀
県
長
浜
市
長
浜
城
歴
史
博
物
館
平
成
二
○
年
七
月
。

⑥
近
藤
（
口
頭
発
表
）
「
近
世
初
頭
の
ト
半
家
・
新
川
一
門
ｌ
近
世
寺
内
領
主
権
の
確

立
と
大
御
所
家
康
の
側
近
」
同
右
。

⑦
鶴
崎
（
口
頭
発
表
）
「
「
新
川
盛
政
駿
河
下
向
記
」
の
政
治
的
意
味
」
同
右
。

⑧
山
村
・
大
利
（
論
文
発
表
）
「
「
難
波
草
紙
」
再
考
」
鶴
崎
編
『
地
域
文
化
の
歴
史
を

鶴
崎
裕
雄
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「
新
川
盛
政
駿
河
下
向
記
」
の
著
者
、
新
川
盛
政
は
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
の
誕
生

で
あ
る
。
幼
少
期
は
泉
南
・
紀
北
地
方
の
土
豪
の
子
弟
の
例
に
な
ら
っ
て
根
来
寺
に

入
っ
て
仏
法
を
修
め
、
教
養
を
積
ん
だ
。
前
に
挙
げ
た
山
村
・
大
利
の
翻
刻
「
難
波
草

紙
」
な
ど
は
、
「
三
慶
」
や
「
三
十
郎
盛
政
」
と
い
う
署
名
か
ら
、
こ
の
「
難
波
草
紙
」
と
い

う
書
物
が
盛
政
に
深
く
関
わ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
若
い
頃
か
ら
の
知
識
や
教
養

政
・
盛
明
の
代
に
は
秀
長
の
家
臣
小
堀
正
次
・
政
一
（
遠
川

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
小
堀
家
改
易
以
降
は
無
役
の
郷
土

屋
を
統
括
す
る
在
地
代
官
を
務
め
、
明
治
維
新
を
迎
え
た
。

中
庄
新
川
家
文
書
の
新
川
氏
は
、
平
安
時
代
の
河
内
国
長
野
荘
開
発
領
主
三
善
氏

（
４
）

の
流
れ
を
汲
む
と
い
う
。
鎌
倉
時
代
に
は
紀
伊
国
へ
移
住
し
、
南
北
朝
時
代
の
初
頭
、

も
り
き
よ

三
善
盛
清
が
南
朝
方
と
し
て
和
泉
国
に
攻
め
入
り
、
室
町
時
代
、
日
根
郡
に
本
拠
を

も
り
よ
し

構
え
、
慶
長
年
間
、
盛
喜
・
盛
政
の
代
よ
り
「
新
川
」
と
改
称
し
た
（
「
配
数
字
類
」
）
。
こ

ぽ
く
は
ん

の
新
川
一
族
は
貝
塚
御
坊
願
泉
寺
の
卜
半
家
や
日
根
郡
の
多
賀
氏
・
日
根
野
氏
な
ど
と

養
子
や
婚
姻
の
姻
戚
関
係
を
結
び
、
在
地
勢
力
を
拡
張
し
た
。
天
正
一
三
年
（
一
五
八

五
）
秀
吉
の
紀
州
攻
め
以
後
、
泉
南
地
方
が
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
長
の
領
国
と
な
る
と
、
盛

政
・
盛
明
の
代
に
は
秀
長
の
家
臣
小
堀
正
次
・
政
一
（
遠
州
）
に
仕
え
た
。
そ
の
後
、

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
小
堀
家
改
易
以
降
は
無
役
の
郷
土
と
し
て
中
庄
数
か
村
の
庄

往
く
ｌ
古
代
・
中
世
か
ら
近
世
へ
ｌ
』
和
泉
書
院
刊
平
成
二
四
年
八
月
。

⑨
近
藤
（
口
頭
発
表
）
「
近
世
初
頭
の
小
堀
家
と
泉
州
領
代
官
新
川
家
ｌ
中
庄
新
川
家

の
文
化
的
側
面
を
中
心
に
ｌ
」
藝
能
史
研
究
会
例
会
於
同
志
社
大
学
平
成
二

六
年
八
月
。

⑩
鶴
崎
（
口
頭
発
表
）
「
慶
長
文
化
論
ｌ
中
庄
新
川
家
の
文
化
的
側
面
を
中
心
に
ｌ
」

蕊
能
史
研
究
会
例
会
於
同
志
社
大
学
平
成
二
六
年
二
月
。

の
豊
か
さ
が
伺
わ
れ
る
。
盛
政
は
天
正
一
二
年
（
一
五
八
四
）
秀
吉
の
小
牧
長
久
手
出

陣
の
留
守
を
突
い
た
根
来
雑
賀
一
摸
の
和
泉
侵
攻
で
初
陣
を
務
め
た
。
翌
一
三
年
、

秀
吉
の
紀
州
攻
め
後
、
羽
柴
秀
長
に
出
仕
し
た
。
天
正
一
六
年
頃
よ
り
父
盛
喜
と
と

も
に
中
庄
の
土
地
集
積
を
開
始
し
、
貝
塚
御
坊
の
卜
半
斎
ら
と
連
携
し
、
泉
南
地
域

に
勢
力
を
伸
張
し
た
。
慶
長
初
年
頃
よ
り
小
堀
正
次
に
重
用
さ
れ
、
慶
長
五
年
（
一
六

○
○
）
の
関
ヶ
原
合
戦
に
も
従
軍
し
た
。
慶
長
一
四
年
頃
よ
り
堺
南
宗
寺
の
沢
庵
宗
彰

の
許
に
参
禅
し
て
い
る
。
慶
長
一
六
年
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
「
盛
政
駿
河
下
向
記
」

の
駿
河
へ
の
旅
を
行
っ
た
。
元
和
元
年
（
一
六
一
九
）
以
前
に
隠
居
し
、
元
和
四
年
に

は
大
著
「
配
数
事
類
」
（
全
一
二
巻
）
を
著
述
し
た
。
没
年
は
元
和
八
年
、
五
七
歳
で
あ

っ
た
。
盛
政
の
伝
記
は
、
中
庄
新
川
家
文
書
の
一
つ
、
嫡
男
の
盛
明
著
「
新
川
宮
内
少

輔
盛
政
伝
」
に
詳
し
い
。

な
お
沢
庵
宗
彰
に
つ
い
て
は
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
の
紫
衣
事
件
以
前
の
史
料
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
中
庄
新
川
家
文
書
に
は
紫
衣
事
件
以
前
の
沢
庵
関
係

の
文
書
が
多
く
、
目
下
、
近
藤
が
調
査
研
究
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
つ
い
最
近
、

広
田
浩
治
氏
に
よ
り
「
新
川
盛
政
あ
て
沢
庵
宗
彰
等
書
状
」
の
史
料
紹
介
が
な
さ
れ

（
５
）

た
。

こ
こ
で
「
新
川
盛
政
駿
河
下
向
記
」
の
背
景
と
な
っ
た
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
○
）

の
和
泉
国
貝
塚
寺
内
町
の
相
論
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
「
新
川
盛
政
駿
河
下

向
記
」
の
冒
頭
、

二
慶
長
一
五
年
貝
塚
寺
内
町
に
お
け
る
相
論
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（
口
娩
）
（
駿
河
）

和
泉
国
貝
塚
と
云
所
に
く
せ
ち
の
い
て
き
て
事
す
ま
す
な
り
し
か
は
、
す
る
か

（
沙
汰
）

の
さ
た
に
及
び
て
下
侍
と
て
．
：
．
．
．

（
６
）

と
あ
る
「
く
せ
ち
」
（
口
説
）
と
は
、
こ
の
時
の
相
論
で
あ
る
。
慶
長
一
五
年
四
月
、
貝

塚
御
坊
願
泉
寺
の
ト
半
二
代
了
閑
（
新
川
石
見
）
の
苛
政
に
対
し
て
寺
内
町
の
住
民
ら

三
二
名
が
連
署
し
て
公
訴
、
と
い
う
よ
り
駿
河
の
大
御
所
徳
川
家
康
の
許
で
訴
訟
と

な
っ
た
。
一
五
条
か
ら
な
る
一
つ
書
の
連
署
の
訴
訟
（
「
ト
半
文
書
」
）
と
石
見
の
返
答

（
７
）

書
（
「
並
河
記
録
」
）
で
あ
る
。
こ
の
時
の
願
泉
寺
二
代
目
の
卜
半
了
閑
は
新
川
一
門
の

中
心
で
、
盛
政
と
は
従
兄
弟
に
当
た
る
。
ま
ず
一
五
条
か
ら
な
る
連
署
状
を
見
よ
う
。

（
欠
失
）

一
、
今
度
石
見
殿
之
儀
言
上
申
候
事
同
Ｕ
之
儀
二
御
座
候
へ
共
、
余
二
御
さ
い

（
欠
失
》

は
ん
悪
同
Ｕ
恐
仕
、
申
上
候
供
事
二
候

一
、
寺
内
屋
敷
の
地
子
百
八
拾
大
石
四
斗
九
升
八
合
か

一
、
お
な
し
く
家
数
百
六
家
ハ
地
子
な
し
、
但
是
者
石
見
殿
し
ん
る
い
、
家
来
、

一
、
寺
内
二
御
座
候
荒
や
し
き
ひ
ら
き
、
田
畠
二
被
し
成
候
分
、
高
舟
弐
石
御
座

侯
事

一
、
昔
よ
り
貝
塚
之
御
堂
二
付
申
侯
仏
供
田
八
拾
石
四
斗
八
升
弐
合
御
座
候
、

（
長
政
）
（
仏
供
出
）

先
年
浅
野
弾
正
殿
寺
内
御
検
地
被
し
成
候
刻
、
右
之
ふ
く
田
何
も
卜
半
御
帳

あ
い
候
も
不
し
存
候
、
故
干
し
今
寺
内
之
者
と
も
不
審
仕
候
事
．

（
中
略
）

出
入
之
衆 乍

レ
恐
申
上
候
事

（
欠
夫
）

寺
内
ｎ
Ｕ

こ
う
し
た
新
川
一
門
の
「
理
不
尽
な
る
」
行
動
に
対
し
て
寺
内
の
住
民
は
抵
抗
で
き

な
か
っ
た
。
「
武
家
の
き
う
め
い
よ
り
も
猶
あ
ら
け
な
く
当
座
二
め
い
わ
く
さ
せ
被

申
間
、
余
二
お
そ
る
し
く
存
知
」
る
故
で
あ
っ
た
。
願
泉
寺
側
も
訴
訟
に
対
抗
し
た
。

一
、
理
不
尽
成
儀
被
二
申
懸
一
候
町
人
家
数
多
被
二
打
破
一
候
、
此
段
具
二
紙
面
ニ

の
せ
申
上
度
御
座
侯
へ
共
、
各
々
御
理
多
候
間
、
先
々
如
レ
此
侯

（
糾
現
）

（
誓
小
）

一
、
右
条
々
其
時
々
言
上
い
た
し
度
候
へ
共
武
家
の
き
う
め
い
よ
り
も
猶
あ
ら

け
な
く
当
座
二
め
い
わ
く
さ
せ
被
し
申
間
、
余
二
お
そ
る
し
く
存
知
、

籾
々
今
ま
て
延
引
仕
候
、
只
今
申
上
候
儀
、
少
も
相
違
無
二
御
座
一
候
、
御
不
審

二
御
座
候
ハ
、
罷
出
可
二
申
上
｜
候
、
価
如
レ
件

慶
長
十
五
年
卯
月
十
四
日

右
御
返
答
書

一
、
御
門
跡
様
紀
州
鷺
森
へ
御
座
候
節
、
法
衆
紀
伊
国
路
次
筋
山
中
辺
、
御

門
跡
様
へ
御
参
詣
之
衆
打
は
き
山
た
ち
を
仕
候
故
往
還
不
自
由
之
事

一
、
泉
州
佐
野
村
二
新
城
栫
、
根
来
之
坊
被
し
居
候
て
是
も
毎
日
路
次
筋
二
て
山

た
ち
仕
、
御
参
衆
及
二
迷
惑
一
申
儀
無
し
隠
候

（
中
略
）

彦
左
衛
門

甚
七

弥
左
衛
門

七
右
衛
門

源
兵
へ

新
兵
へ
（
以
下
略
）

（
「
ト
半
文
書
」
）
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さ
ら
に
同
年
八
月
八
日
、
同
二
○
日
、
片
桐
且
元
よ
り
卜
半
了
閑
の
許
に
貝
塚
寺

内
諸
役
免
許
状
が
下
付
さ
れ
た
。
先
の
家
康
の
黒
印
の
直
書
は
大
坂
の
秀
頼
も
認
め

る
も
の
で
あ
る
。

（
秀
長
）

一
、
羽
柴
美
濃
守
様
御
代
二
被
し
成
御
検
地
候
時
、
御
堂
仏
供
田
悉
す
た
り
申
候
、

寺
内
廻
二
て
我
等
親
卜
半
才
覚
仕
上
二
て
少
田
畠
被
レ
下
候
事
無
二
其
隠
一
候
、

併
ヶ
様
之
儀
を
様
子
不
し
存
候
而
申
上
候
哉
之
事

〈
長
政
）

一
、
右
之
以
後
、
浅
野
弾
正
殿
泉
州
御
検
地
付
、
為
二
細
御
奉
行
頭
一
被
し
成
御
越

候
而
御
検
地
之
時
寺
内
田
畠
以
下
悉
御
と
り
被
し
成
倶
、
是
卜
半
太
閤
様
江
御

佗
言
申
上
候
事

（
中
略
）

一
、
大
御
所
様
御
朱
印
頂
戴
仕
候
へ
共
、
其
礼
銭
も
寺
内
よ
り
は
少
も
出
し
不
し

申
候
間
、
諸
事
ヶ
様
之
儀
候
へ
と
も
御
分
別
可
し
有
候
事
、
以
上（

「
並
河
記
録
」
）

二
ヶ
月
後
、
慶
長
一
五
年
六
月
二
六
日
、
徳
川
家
康
よ
り
貝
塚
寺
内
に
諸
役
免
許

の
直
書
が
下
さ
れ
た
。

（
包
祇
）
泉
州
貝
埋

「
権
現
様
御
黒
印
之
写
ト
半
」

和
泉
国
貝
塚
本
願
寺
下
ト
半
寺
内
諸
役
令
二
免
許
一
之
処
、

慶
長
拾
五
年
六
月
廿
六
日
御
黒
印

以
上

如
レ
件（

「
ト
半
文
書
」
）

已
上

先
度
者
貝
塚
ト
半
二
御
状
相
届
申
候
、
先
々
貝
塚
之
儀
笑
止
二
存
候
処
、
上

様
被
二
聞
召
↓
諸
役
御
免
許
之
御
黒
印
頂
戴
仕
由
、
末
代
迄
恭
仕
合
二
候
、
然

ハ
舟
役
之
儀
近
年
被
二
仰
付
一
候
へ
共
、
則
秀
頼
様
へ
申
上
、
御
赦
免
之
墨
付

我
等
遣
申
候
条
、
可
二
御
心
易
一
侯
、
久
其
地
御
逗
留
候
、
何
比
御
上
候
ハ
ん

哉
奉
レ
伺
候
、
御
前
珍
敷
儀
候
者
、
御
書
付
に
て
我
等
其
地
之
屋
敷
迄
可
レ
給

候
、
頼
入
申
候
、
尚
口
上
二
令
レ
申
候
、
恐
々
謹
言

八
月
廿
日
片
市
正

（
勢
誉
）

文
殊
院
且
元
（
花
押
）

人
々
御
中

和
泉
国
貝
塚
本
願
寺
下
ト
半
寺
内
之
儀
、
今
度
諸
役
御
免
許
之
御
黒
印
被
二
成

下
一
候
、
然
者
先
年
高
麗
御
陣
以
来
舟
役
之
儀
、
従
二
大
坂
一
被
二
仰
付
一
候
得
共
、

右
之
趣
申
上
候
ヘ
ハ
、
自
今
以
後
被
し
成
二
御
赦
免
一
旨
被
二
仰
出
一
候
条
、
向
後

誰
々
何
々
用
申
侯
共
、
以
二
此
墨
付
一
理
可
し
被
し
申
侯
、
為
し
其
如
レ
此
候
、
己

上

慶
長
拾
五
八
月
八
日
片
桐
東
市
正

貝
塚
寺
内
且
元
（
花
押
）

ト
半
老

（
以
下
略
）
（
「
ト
半
文
書
」
）

（
「
ト
半
文
書
」
）
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（
も
り
し
げ
）

こ
れ
よ
り
二
世
紀
半
ほ
ど
後
、
江
戸
時
代
後
期
、
泉
州
の
一
文
人
中
盛
彬
が
『
か

（
８
）

り
そ
め
の
ひ
と
り
ご
と
』
と
い
う
随
筆
集
を
著
し
た
。
そ
の
中
に
慶
長
一
五
年
（
一
六

一
○
）
の
貝
塚
寺
内
町
の
相
論
に
関
わ
る
記
事
が
見
え
る
。
中
盛
彬
は
安
永
八
年
（
一

七
七
九
）
の
生
れ
、
降
井
氏
と
称
し
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
没
し
た
人
物
で
あ
る
。

五
六
貝
塚
の
願
泉
寺

貝
塚
願
泉
寺
ト
半
は
、
新
川
又
七
郎
が
家
よ
り
出
て
、
す
こ
ぶ
る
豪
逼
の
僧

な
り
し
が
、
同
行
と
と
も
に
御
身
方
ま
う
せ
し
な
り
。
の
ち
に
同
行
ど
も
を
駿

府
に
め
さ
れ
し
に
、
さ
せ
る
さ
ち
あ
る
べ
し
と
も
お
も
は
ざ
り
け
れ
ば
、
た
れ

一
人
わ
こ
そ
と
、
い
ふ
も
の
な
か
り
け
れ
は
、
や
む
こ
と
な
く
た
の
ま
れ
つ
つ
、

こ
の
ト
半
ぞ
い
で
た
ち
ぬ
。
さ
る
に
お
も
ひ
よ
ら
ず
こ
の
坊
に
、
四
町
四
方
の

御
朱
印
下
さ
る
べ
し
と
て
、
あ
て
名
は
な
に
と
か
、
あ
ら
む
と
、
と
は
せ
ら
れ

け
れ
ば
、
た
だ
ト
半
へ
と
あ
そ
ば
し
給
り
さ
む
ら
へ
と
、
ま
う
し
け
る
に
よ
り
、

ま
う
し
の
ま
ま
に
た
ま
は
り
ぬ
。
…
（
略
）
…
さ
ら
ば
み
ち
ま
で
む
か
ひ
に
い
で

な
ん
と
て
、
こ
れ
か
れ
、
出
た
り
し
に
、
こ
は
お
も
ひ
よ
ら
ず
や
卜
半
は
、
う

る
は
し
き
こ
ろ
も
着
て
、
ゆ
た
か
に
乗
輿
し
、
御
印
物
を
え
り
に
か
け
、
か
ち

わ
か
ど
う
、
前
後
を
か
こ
み
、
折
物
・
対
の
箱
こ
こ
を
は
れ
と
い
で
立
た
た
せ
、

め
さ
む
る
ば
か
り
に
ゆ
る
ぎ
出
し
か
ば
、
む
か
ひ
に
出
し
も
の
ど
も
、
い
か
で

驚
か
で
あ
る
べ
き
、
あ
な
に
く
や
、
こ
れ
い
か
に
せ
む
と
て
、
歯
を
き
り
し
か

ど
、
御
印
物
は
襟
に
か
け
た
り
、
手
を
さ
ゆ
べ
き
に
、
あ
ら
ざ
れ
ぱ
、
と
か
く

た
ゆ
た
ふ
う
ち
に
、
の
り
も
の
を
そ
と
ひ
ら
き
て
、
御
迎
太
儀
な
り
と
侍
の
よ

ば
は
る
に
ぞ
、
い
と
重
き
も
つ
ぶ
れ
、
た
ま
し
い
を
奪
は
れ
つ
つ
、
す
ご
ノ
、

慶
長
一
六
年
（
一
六
二
）
睦
月
二
日
、
新
川
盛
政
た
ち
卜
半
家
・
新
川
家
の
面
々
は

く
ぜ
ら

新
年
の
挨
拶
を
兼
ね
て
、
前
年
の
口
説
の
有
利
な
判
定
の
御
礼
の
た
め
駿
河
の
徳
川

家
康
の
許
に
出
か
け
た
。
そ
の
道
中
、
盛
政
が
詠
ん
だ
歌
や
句
を
綴
っ
た
の
が
こ
の

下
向
記
で
あ
る
。
下
向
記
と
い
っ
て
も
道
中
の
宿
所
々
々
で
詠
ん
だ
歌
や
句
を
書
き

豪
邇
の
僧
、
貝
塚
願
泉
寺
卜
半
は
佐
野
川
新
川
氏
の
出
身
で
、
駿
河
の
家
康
の
許

に
召
さ
れ
、
有
利
な
御
朱
印
を
賜
わ
っ
た
。
貝
塚
に
帰
る
と
き
、
住
民
に
出
迎
え
を

要
求
し
、
領
主
気
分
で
帰
郷
し
た
。
旧
家
の
者
た
ち
は
腹
に
据
え
か
ね
て
貝
塚
を
去

る
者
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
卜
半
は
「
石
見
」
と
呼
ば
れ
た
願
泉
寺
二
代
目
の
住
持

ト
半
了
閑
の
こ
と
で
あ
る
が
、
駿
府
（
駿
河
）
に
召
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
①
慶
長
一

五
年
に
家
康
よ
り
貝
塚
寺
内
に
諸
役
免
許
の
直
書
を
下
さ
れ
た
時
の
こ
と
な
の
か
、

②
慶
長
一
六
年
「
新
川
盛
政
駿
河
下
向
記
」
の
旅
の
時
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。
①
と

す
る
な
ら
ば
家
康
よ
り
諸
役
免
許
の
直
書
を
拝
受
す
べ
く
交
渉
の
旅
で
あ
り
、
「
新
川

盛
政
駿
河
下
向
記
」
の
②
と
す
る
な
ら
ば
一
件
落
着
後
、
卜
半
・
盛
政
た
ち
新
川
一
族

あ
げ
て
、
新
年
の
挨
拶
を
兼
ね
た
お
礼
の
駿
河
旅
行
で
あ
る
。
②
の
場
合
な
ら
ば
同

道
し
た
盛
政
も
伝
承
の
ト
半
の
派
手
な
帰
郷
に
加
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

三
「
新
川
盛
政
駿
河
下
向
記
」
翻
刻

と
あ
と
に
つ
き
て
か
へ
り
し
が
、
…
（
略
）
…
家
ふ
る
き
も
の
ど
も
は
あ
ま
り
に

は
ら
に
す
へ
か
ね
て
、
こ
の
里
を
出
し
も
お
ほ
か
り
し
。

（
『
か
り
そ
め
の
ひ
と
り
ご
と
』
）
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留
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
下
向
記
の
一
番
の
特
徴
は
地
方
の
土
豪
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
こ
う
し
た
土
豪
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
紀
行
文
は
珍

し
い
。
同
時
代
の
史
料
と
し
て
も
文
学
作
品
と
し
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
土
豪

た
ち
の
教
養
の
高
さ
が
伺
わ
れ
る
。

下
向
記
の
処
々
に
点
を
施
し
て
注
を
書
き
入
れ
る
堺
天
神
社
西
坊
（
松
南
院
）
の
社

じ
よ
・
フ
●
よ

僧
盛
誉
は
、
堺
の
連
歌
師
宗
柳
よ
り
古
今
伝
授
を
受
け
た
（
顕
伝
明
名
録
ほ
か
）
。
慶

長
三
年
二
月
二
三
日
「
何
船
連
歌
」
の
連
衆
。
慶
長
五
年
「
八
月
十
五
夜
月
宴
歌
合
和

は
ん
じ

歌
」
の
判
詞
と
同
一
か
。

凡
例
の
上
段
に
頭
注
、
下
段
に
本
文
を
載
せ
、
本
文
は
見
や
す
い
よ
う
に
地
名

を
中
心
に
算
用
数
字
を
付
け
て
上
段
の
頭
注
に
対
応
す
る
よ
う
に
し

た
。

②
本
文
中
、
盛
政
自
身
の
追
記
と
堺
天
神
西
坊
社
僧
盛
誉
の
追
記
・
評
注

の
加
筆
が
あ
る
。
各
加
筆
の
頭
部
に
、
盛
政
に
は
（
政
）
、
盛
誉
に
は

（
誉
）
を
付
け
た
。

③
適
宜
上
、
か
な
文
字
の
右
側
に
（
）
の
傍
注
を
付
け
た
。

④
歌
・
句
に
盛
暑
に
よ
る
点
・
長
点
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
点
は
、
・
長
点
は

、
、
で
示
し
た
。

ｌ

⑤
本
文
は
未
装
訂
の
巻
子
、
料
紙
は
鳥
の
子
、
タ
テ
は
凪
叫
ヨ
コ
は
継

２

紙
一
○
枚
、
計
剛
叫
紙
継
ぎ
の
部
分
に
…
…
を
付
け
、
各
ヨ
コ
の

寸
法
を
記
し
た
。
な
お
第
二
紙
は
欠
落
し
て
い
た
が
今
回
の
調
査
で

５
９

新
た
に
発
見
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
（
中
庄
新
川
家
文
書
掴
・
捌
）

１
２

荊
嫁
掴
貝
塚
大
阪
府
貝
塚
市
。

く
せ
ち
の
い
て
き
て
慶
長
妬
年
、

貝
塚
の
ト
半
了
閑
（
新
川
石
見
）
と

寺
内
町
住
民
と
の
争
論
。

音
羽
川
京
都
市
山
科
区
山
城
国

歌
枕
「
山
科
の
音
羽
の
山
の
音
に

だ
に
人
の
知
る
べ
く
我
が
恋
ひ
め

か
も
」
読
人
不
知
古
今
集
巻
過

恋
３
。
「
谷
風
に
と
く
る
氷
の
隙

毎
に
打
ち
出
づ
る
波
や
春
の
初

花
」
源
当
純
古
今
集
巻
１
春

上
。

逢
坂
以
下
、
滋
賀
県
と
な
る
。

大
津
市
逢
坂
近
江
国
歌
枕
「
鴬
の

鳴
け
と
も
い
ま
だ
降
る
雪
に
杉
の

葉
白
き
逢
坂
の
山
」
後
鳥
羽
院
新

古
今
集
巻
１
春
上
。
杉
は
逢
坂

の
景
物
。

辛
崎
（
唐
崎
）
大
津
市
唐
崎
近
江

国
歌
枕
。
「
さ
ざ
波
の
志
賀
の
辛

さ
き

崎
幸
く
あ
れ
ど
大
宮
人
の
船
待

ち
か
れ
つ
」
柿
本
人
麻
呂
万
葉
集

巻
１
。
「
氷
ゐ
し
滋
賀
の
唐
崎
打

ち
解
け
て
小
波
寄
す
る
春
風
ぞ
吹

く
」
詞
花
集
巻
１
春
。

打
出
の
浜
大
津
市
打
出
浜
近
江

国
歌
枕
「
近
江
な
る
打
出
の
浜
の

う
ち
出
つ
つ
恨
み
や
せ
ま
し
人
の

心
を
」
読
人
不
知
拾
遺
集
巻
晦

恋
５
。

汰
鐸
緬
浦
大
津
市
近
江
国
歌
枕

「
天
離
る
鄙
に
は
あ
れ
ど
石
走
る

…
…
（
以
下
第
一
紙
ヨ
コ
岬
聖
…
…
・
・
・
…

（
睦
月
）

１
む
月
二
日
に
和
泉
国
貝
塚
と
云
所
に

（
ｎ
晩
）

く
せ
ち
の
い
て
き
て
、
事
す
ま
す
な
り
し
か

（
駿
河
）
（
沙
汰
）

は
、
す
る
か
の
さ
た
に
及
ひ
て
下
侍
と
て
、

２
音
羽
河
の
ほ
と
り
に
て
よ
み
侍
け
る
、

（
排
）
こ
ゆ
る

岩
た
ふ
く
音
羽
の
川
の
河
波
の

う
ち
出
る
色
や
春
の
は
っ
花

３
逢
坂
を
こ
ゆ
と
て
雪
ふ
り
け
れ
は
よ
め
る

相
坂
や
雪
ふ
る
春
に
こ
え
ぬ
れ
は

（
轡
）
さ
き

花
な
き
杉
も
花
そ
ち
り
け
る

４
辛
崎
の
枩
を
見
て
よ
め
り
け
る

（
騨
〉
て
や
欺

春
風
に
こ
ほ
り
う
ち
と
け
か
ら
崎
の

（
再
）
よ
す
る
歎

枩
の
こ
ゑ
に
も
た
つ
る
さ
坐
波

（
響
）
た
く
ひ

又
も
亦
あ
ら
し
と
そ
思
ふ
か
ら
さ
き
の

（
牌
）
松
の
け
し
き

松
の
一
木
の
か
す
む
た
く
ひ
は

と
と

と
と
と

（
打
州
の
浜
）

５
う
ち
出
の
は
ま
に
て
雪
を

打
出
の
は
ま
の
真
砂
に
淡
雪
の

（
聾
）
か
す
む

た
ま
り
も
あ
へ
す
あ
ら
ふ
さ
上
な
み

（
器
）
右
あ
ら
ふ
と
こ
す
と
も
歎

６
大
津
の
浦
に
て
よ
み
侍
る

さ
ふ
波
や
大
津
の
浦
に
は
る
ノ
、
と

か
す
み
渡
れ
る
ま
ほ
の
船
か
け
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あ
ふ
み

淡
海
の
国
の
小
波
の
大
津
の
宮
に

…
」
柿
本
人
麻
呂
歌
枕
名
寄
巻

２
．

２粟
津
の
森
大
津
市
粟
津
町
近
江

国
歌
枕
。
「
関
越
え
て
粟
津
の
森

の
あ
は
ず
と
も
清
水
に
見
え
し
影

を
わ
す
る
な
」
読
人
不
知
後
撰
集

巻
哩
恋
４
・

石
山
大
津
市
石
山
近
江
国
歌
枕

「
都
に
も
人
や
待
つ
ら
ん
石
山
の

峰
に
残
れ
る
秋
の
夜
の
月
」
長
能

新
古
今
集
巻
焔
雑
上
。
「
遅
く
出

づ
る
月
に
も
あ
る
か
な
足
引
き
の

あ
な
た

山
の
彼
方
も
惜
し
む
く
ら
な
り
」

読
人
不
知
古
今
集
巻
〃
・

瀬
田
の
橋
大
津
市
瀬
田
近
江
国

歌
枕
長
橋
（
唐
橋
言
逢
坂
山
を
打

ち
越
え
て
勢
田
の
唐
橋
駒
も
と
ろ

ど
に
踏
み
な
ら
し
…
」
平
家
物
語

巻
、
海
道
下
。

三
上
山
野
洲
市
三
上
近
江
国
歌

枕
「
千
早
振
る
三
上
の
山
の
榊
葉

館
群
ぞ
ま
さ
る
末
の
世
ま
で
に
」

能
宣
拾
遺
集
巻
、
神
楽
。

舞
鋼
洲
』
野
洲
市
近
江
国
歌
枕

「
吾
錬
癖
に
ま
た
も
近
江
の
野
洲

の
川
安
眠
も
寝
ず
に
恋
ひ
渡
る
か

も
」
万
葉
集
巻
吃
。

鐘
山
野
洲
市
と
竜
王
町
近
江
国

歌
枕
。
「
鏡
山
い
ざ
た
ち
よ
り
て

７
粟
津
の
森
に
て
よ
み
け
る

か
り
初
に
都
を
た
ち
て
お
も
ふ
に
は

あ
は
津
の
も
り
の
あ
は
す
き
に
け
り

８
石
山
に
て
よ
み
侍
り
け
る

、
都
に
て
出
る
を
ま
ち
し
有
明
の

入
を
そ
お
し
む
石
山
の
陰

（
器
）
東
路
旅
行
の
心
中
尤
候
歎

９
瀬
田
の
は
し
を
渡
る
と
て
よ
め
り

、
あ
ふ
み
の
や
勢
多
の
長
橋
ふ
み
な
ら
し

道
い
そ
ぐ
な
り
駒
も
と
シ
ろ
に

（
守
山
》

（
攻
》
の
り
け
れ

加
も
る
山
の
ほ
と
り
に
て
雪
又
ふ
れ
は
よ
め
る

ふ
り
ふ
ら
す
雪
の
ま
に
ノ
、
も
る
山
の

下
葉
に
す
か
る
露
の
し
ら
玉

（
二
上
）

Ⅲ
み
か
み
の
闇
の
雪
を
よ
み
け
る

、
、
雪
か
す
む
み
か
み
の
た
け
の
あ
け
ほ
の
を

目
に
か
け
す
行
人
は
あ
ら
し
な

（
譽
）
尤
殊
勝
候
歎

…
・
・
・
（
紙
継
目
以
下
第
二
紙
ヨ
コ
岬
聖
…
：
…
…
．

（
仕
）

旭
野
洲
河
の
川
上
に
て
発
句
つ
か
う
ま
つ
り
し

、
や
す
川
や
幾
瀬
に
な
か
す
柳
陰

旧
鏡
山
を
見
や
り
て
よ
み
侍
り
け
る

、
老
ら
く
を
身
に
し
り
ぬ
れ
は
か
上
み
山

鈴
鹿
川
亀
山
市
関
町
。
「
鈴
鹿
川

め

八
十
瀬
の
瀧
を
皆
人
の
賞
づ
る
も

し
る
く
時
に
あ
へ
る
時
に
あ
へ
る

か
も
」
催
馬
楽
鈴
鹿
川
。

信
楽
の
山
甲
賀
市
信
楽
町
近
江

国
歌
枕
「
信
楽
の
外
山
の
梢
空
冴

え
て
甑
に
降
れ
る
春
の
白
雪
」
家

隆
続
拾
遺
集
巻
１
春
上
。

阿
野
の
松
原
以
下
、
三
重
県
と

な
る
。
津
市
、
伊
勢
国
歌
枕
「
鈴

鹿
山
振
り
は
へ
越
え
て
見
渡
せ
ば

緑
に
霞
む
阿
野
の
松
原
歌
枕
名

寄
巻
Ⅳ
。

水
口
甲
賀
市
水
口
町
。

見
て
ゆ
か
む
年
経
ぬ
る
身
は
老
い

や
し
ぬ
る
と
」
大
伴
黒
主
古
今

集
巻
Ⅳ
雑
上
。

守
山
守
山
市
近
江
国
歌
枕
「
白

露
も
時
雨
も
い
た
く
も
る
山
は
下

葉
残
ら
ず
色
づ
き
に
け
り
」
貫
之

古
今
集
巻
５
秋
歌
下
。

石
部
湖
南
市
石
部
。

立
つ
よ
り
て
み
ん
影
も
は
つ
か
し

（
春
）
老
者
の
尤
候

《
石
離
）
（
旅
寝
）

側
い
し
へ
と
云
里
に
旅
ね
せ
し
に
此
処
は
名

（
間
）

所
と
も
き
上
及
は
ね
は
よ
み
か
へ
し
て

わ
か
れ
こ
し
都
の
人
は
い
と
こ
ひ
し

へ
た
て
シ
ぬ
へ
き
中
に
し
あ
ら
れ
は

（
響
）
尤
候

（
水
、
）

幅
み
な
く
ち
と
い
ふ
里
に
て
其
所
と
な
く
よ
め
る

、
あ
ら
小
田
を
荒
す
き
か
へ
し
水
口
に

せ
き
い
れ
け
り
な
山
川
の
波

（
傭
我
）

（
白
）
《
降
）

旧
し
か
ら
き
の
山
に
雪
い
と
し
ろ
ふ
ふ
り
し
か
は
よ
め

、
＼
し
か
ら
き
や
外
山
は
春
も
雪
ふ
れ
は

猶
冬
こ
も
る
槙
の
す
み
や
き

仰
鈴
鹿
山
よ
り
ふ
り
さ
け
み
れ
は
あ
の
Ｌ
松
原
ま

ぜ

ち
か
く
○
見
え
け
れ
は
よ
み
け
る

白
雲
か
残
り
の
雪
か
沖
津
な
み
の

梢
を
こ
す
か
あ
の
払
枩
は
ら

（
政
）
幅
に
て

旧
鈴
鹿
河
を
わ
た
り
し
時
ｏ
物
い
ひ
わ
た
り
し

人
の
あ
は
れ
と
も
い
は
さ
り
し
を
ふ
と
お
も
ひ

出
し
て
よ
み
侍
り

、
人
は
よ
も
お
も
ひ
お
こ
さ
し
鈴
鹿
川

八
十
瀬
の
波
に
袖
ぬ
ら
す
と
も
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亀
山
亀
山
市
本
町
。

杖
突
『
古
事
記
』
中
巻
倭
健
命

の
伝
承
。
杖
突
は
石
薬
師
か
ら

日
永
の
間
の
地
名
。
倭
健
命
の
終

焉
地
能
褒
野
（
亀
山
市
田
村
町
）

と
思
い
違
い
か
（
飯
田
正
一
氏
ご

教
示
）
。

鈴
鹿
の
関
亀
山
市
関
町
伊
勢
国

歌
枕
。
「
え
ぞ
過
ぎ
ぬ
こ
れ
や
鈴

鹿
の
関
な
ら
む
振
り
捨
て
が
き
花

の
影
か
な
」
定
家
歌
枕
名
寄
巻

ヴ
ー
。

１

（
響
）
伊
勢
ま
て
誰
か
の
心
聞
え
候
歎

又
古
き
奇
の
心
を
お
も
ひ
よ
せ
て

、
す
上
か
河
波
に
も
琴
の
音
そ
か
よ
ふ

桐
の
丸
木
の
は
し
な
ら
ね
と
も（

譽
）
殊
勝
候
歎

（
女
）

旧
関
に
て
お
ん
な
と
も
い
た
ふ
け
う
し
た
は
む
れ
こ

と
な
と
い
ひ
か
け
し
に
よ
み
て
を
く
り
け
る

す
上
か
山
関
路
を
わ
れ
は
す
き
ゆ
け
と

心
そ
と
む
る
宿
の
あ
る
し
の

（
。
）

麦
に
六
と
い
ふ
お
ん
な
あ
り
け
り
海
道
い
ち
の

（
女
）

か
た
ち
よ
き
お
ん
な
な
る
よ
し
遠
近
人
の
こ
と

く
さ
に
い
ひ
て
こ
ひ
し
と
の
み
お
も
は
い
も
な

け
れ
は
、
狂
寄
に

す
く
ろ
く
の
お
り
は
に
残
る
む
ね
の
石
の

た
鼻
ろ
く
ノ
、
と
こ
ふ
は
か
り
な
り

（
響
）
右
両
首
旅
宿
の
恋
路
あ
ら
は
に
聞
候
歎

釦
亀
山
に
て
都
ち
か
き
同
し
名
の
有
所
を
思
ひ

よ
せ
て
よ
め
る

、
亀
山
の
い
く
薬
を
も
え
て
し
か
な

君
か
千
と
せ
を
な
か
ら
へ
て
見
ん

（
憲

刎
杖
つ
き
と
云
里
に
て
よ
め
る

都
人
か
へ
る
坂
路
の
と
を
け
れ
は

桑
名
桑
名
市
船
馬
町
・
舟
町
。

桑
津
（
不
明
）

熱
田
の
浦
以
下
、
愛
知
県
と
な

る
。
名
古
屋
市
熱
田
区
尾
張
国

歌
枕
。
「
イ
ッ
カ
我
身
ノ
尾
張
ナ

ル
、
熱
田
ノ
八
剣
伏
拝
ミ
、
塩
干

二
今
ヤ
鳴
海
潟
．
．
…
・
」
太
平
記
巻

か
色
。

富
田
四
日
市
市
富
田
一
色
。

日
永
四
日
市
市
日
永
。

石
薬
師
鈴
鹿
市
石
薬
師
。

杖
つ
き
す
か
り
あ
し
た
ゆ
く
来
る

型
石
薬
師
に
て
狂
寄
をも

さ
そ
な

老
す
し
れ
ぬ
薬
の
ま
ね
と
を
の
つ
か
ら

か
し
ら
は
か
た
き
石
や
く
し
か
な

（
日
永
）

配
日
な
か
と
云
所
に
て
よ
め
り
け
る

あ
つ
ま
路
に
行
つ
か
れ
つ
ふ
つ
れ
ノ
、
と

：
…
．
（
紙
継
目
以
下
第
三
紙
ヨ
コ
岬
哩
：
…
：
：
、

や
と
り
く
ら
せ
る
比
そ
日
永
き

劉
栞
津
と
い
ふ
さ
と
に
て
狂
寄

く
は
す
と
は
む
へ
も
い
ひ
け
り
此
里
は

や
せ
百
姓
の
す
み
所
な
り

溺
富
田
と
い
ふ
に
て
よ
め
り

と
み
た
る
も
理
り
な
れ
や
天
か
下

ゆ
た
か
な
る
代
に
す
め
る
民
と
て

沁
栞
名
に
行
つ
け
は
雨
ふ
り
け
り
、
そ
れ
よ
り

ふ
れ
に
と
り
の
り
長
嶋
を
過
る
と
て

な
か
め
ふ
る
波
路
か
す
め
る
春
の
日
の

長
嶋
の
沖
に
出
る
船
人

（
熟
臓
）

幻
熱
多
の
浦
に
つ
き
侍
れ
は
雨
も
は
れ
し

ほ
と
に
明
神
へ
ま
ふ
て
上
法
楽
に
よ
み
て

奉
り
け
る

、
剣
太
刀
お
さ
ま
る
御
代
に
な
る
こ
と
は
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鳴
海
名
古
屋
市
緑
区
鳴
海
町
尾

張
国
歌
枕
。
「
お
し
な
べ
て
憂
き

身
は
さ
こ
そ
な
る
み
潟
満
ち
干
る

潮
の
変
は
る
の
み
か
は
」
崇
徳
院

新
古
今
集
釈
教
。

呼
続
の
浜
名
古
屋
市
南
区
星

崎
。

笠
寺
名
古
屋
市
南
区
笠
寺
町
。

浅
間
の
嵩
群
馬
県
長
野
県
境
の

火
山
。
熱
田
か
ら
は
見
え
な
い
が

『
伊
勢
物
語
』
に
よ
る
。
「
信
濃

な
る
浅
間
の
獄
に
立
つ
煙
遠
近
人

の
見
や
は
と
が
め
ぬ
」
伊
勢
物
語

８
段
。

熱
田
の
神
の
め
ぐ
み
な
り
け
り

（
響
）
尤
候
歎

鯛
あ
っ
た
の
う
ら
の
朝
し
ほ
さ
し
て
道
を
は
波
に

（
遇

ひ
た
す
は
か
り
入
江
遠
く
み
ち
行
風
景

え
も
い
は
す
、
お
も
し
ろ
き
に
左
の
か
た
を
雲
井

（
偏
浪
）

は
る
か
に
打
詠
行
は
、
し
な
の
な
る
浅
間
の

《
煙
）

嵩
の
け
ふ
り
、
雪
の
う
へ
よ
り
た
ち
の
ほ
る
を

見
て
行
過
か
た
く
、
し
は
ら
く
駒
を
と
め
て

よ
み
侍
る

あ
さ
ま
山
も
ゆ
る
け
ふ
り
の
い
た
つ
ら
に

遠
近
人
の
道
を
と
ふ
む
る

富
士
の
ね
も
た
ち
は
を
よ
は
し
信
濃
な
る

あ
さ
ま
の
た
け
の
も
ゆ
る
煙
に

（
響
）
両
首
珍
重
候
、
前
書
見
る
心
ち
侍
り
候

さ
て
も
ノ
、
う
ら
や
ま
し
く
候

（
喝
海
）

鯛
な
る
み
に
て
よ
み
け
る

古
郷
は
と
を
く
な
る
み
の
野
へ
に
き
て

う
ら
若
草
を
枕
に
そ
か
る

（
喚
暁
）

鋤
な
る
み
の
浦
よ
ひ
つ
き
の
浜
を
よ
め
る

夕
千
鳥
か
す
め
る
そ
ら
に
迷
ふ
ら
ん

友
よ
り
と
も
を
よ
ひ
つ
き
の
は
ま

釧
山
さ
き
と
云
を
過
て
笠
寺
と
い
ふ
所
に
て
晴

池
鯉
鮒
（
知
立
）
知
立
市
。

逢
妻
川
知
立
市
。

有
松
名
古
屋
市
緑
区
有
松
町
。

境下けも立阿

: ｡瀧騨
明 雅め阿の
市 光は波浦

金努舌尾
O

葉く繍畜
集物の歌
巻き灘
8そた名
恋きにに

阿
野
豊
明
市
阿
野
町
。

し
雨
を
狂
寄

昨
日
け
ふ
ふ
る
春
雨
の
そ
ら
晴
て

（
唇
）
ま
つ
つ
る

、
ぬ
き
す
て
行
や
か
さ
寺
の
さ
と

と
と
と

（
岡
野
》

型
あ
の
と
い
ふ
さ
と
あ
れ
は
狂
寄
に

あ
の
里
を
い
か
な
る
さ
と
坐
尋
れ
は

あ
の
さ
と
な
り
と
人
そ
こ
た
ふ
る

鍋
あ
は
て
の
う
ら
を
よ
み
け
る

し
れ
か
し
な
あ
は
て
の
う
ら
に
住
あ
ま
も

な
み
は
た
ち
て
も
み
る
め
か
る
そ
と

（
国
）

釧
行
ノ
、
て
尾
張
の
国
と
三
河
の
く
に
と
の

さ
か
い
川
を
わ
た
る
と
て
よ
み
侍
る

、
は
る
ノ
、
の
く
に
の
を
は
り
の
さ
か
い
河

こ
え
て
三
河
の
は
て
は
い
つ
く
そ

（
有
栓
力
）

弱
あ
り
ま
す
と
さ
と
の
名
を
い
ふ
所
に
て
よ
め
り

愛
に
君
あ
り
ま
す
な
ら
は
あ
つ
ま
路
の

：
：
：
（
紙
継
目
以
下
第
四
紙
ヨ
コ
“
聖
…
…
・
…
．
、

旅
行
我
も
お
も
ひ
と
ま
ら
ん

（
逢
妻
）

錨
三
河
の
国
八
橋
の
川
す
そ
を
あ
ひ
つ
ま
川
と

い
ふ
な
り
、
そ
こ
を
わ
た
る
と
て
よ
み
け
る

東
路
の
は
る
け
き
道
を
め
く
り
き
て

あ
ひ
つ
ま
川
の
あ
ひ
見
て
し
か
な

（
飽
鯉
飴
）

釘
ち
り
う
と
い
ふ
に
て
よ
め
る
、
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矢
作
の
宿
岡
崎
市
矢
作
町
。

三
川
水
御
溝
水
内
裏
の
庭
、
特

に
清
涼
殿
の
庭
の
溝
。
三
河
と
掛

け
る
。
「
桜
の
花
の
御
溝
水
に
散

り
て
流
れ
け
る
を
見
て
よ
め
る
」

（
詞
書
）
古
今
集
巻
２
春
下
。

八
橋
知
立
市
八
橋
町
。
三
河
国

歌
枕
「
そ
こ
を
八
橘
と
い
ひ
け
る

は
、
水
ゆ
く
川
の
蜘
蛛
手
な
れ

ば
、
橋
を
八
つ
わ
た
せ
る
に
よ
り

て
な
む
八
橋
と
い
ひ
け
る
…
…

か
ら
衣
着
つ
つ
な
れ
に
し
つ
ま

し
あ
れ
ば
は
る
八
、
き
ぬ
る
旅
を

し
ぞ
思
ふ
」
伊
勢
物
語
第
９

段
。

梅
花
木
の
下
水
に
ち
り
う
け
は

（
唇
）
に
も
う
つ
す

波
ま
て
春
の
に
ほ
ひ
成
け
り

弼
八
橋
に
て
川
の
ほ
と
り
に
お
り
ゐ
て
よ
み
侍

八
橋
や
水
行
川
の
く
も
て
に
て

か
す
み
渡
れ
る
春
の
あ
け
ほ
の

昔
此
と
こ
ろ
に
て
在
中
将
の
か
き
つ
は
た

と
い
ふ
五
文
し
を
句
の
か
み
に
す
へ
て
旅
の

心
を
よ
ま
れ
し
と
な
り
、
此
五
も
し
を
か
し
ら
に

を
き
、
恋
の
奇
よ
め
と
友
と
せ
し
人
の
い
ひ

し
は
か
り
を
、
か
へ
り
み
す
、
し
ら
す
よ
み
に

よ
め
る

か
く
ま
て
は
き
み
も
し
ら
し
な
つ
く
ノ
、
と

は
し
め
も
は
て
も
た
の
み
け
る
と
は

（
抑
涜
水
）

又
い
つ
る
こ
と
は
三
川
水
と
い
ふ
こ
と
を
句
の

か
み
に
を
き
、
か
き
つ
は
た
と
い
ふ
五
字
を

（
眺
）

句
の
下
に
を
き
、
此
と
こ
ろ
の
春
の
銚
望

を
よ
め
と
い
へ
は
よ
め
る

水
行
か
霞
こ
め
て
き
わ
か
来
つ
壁

見
渡
す
橋
は
月
の
あ
け
か
た

（
響
）
籾
も
ノ
、
達
者
な
る
野
よ
み
な
る
へ
し

（
政
）
只
三
十
一
字
を
な
ら
へ
た
る
は
か
り
な
り

（
矢
作
）
（
排
）

調
や
は
き
か
し
ゆ
く
に
て
誹
譜

藤
川
岡
崎
市
藤
川
町
。

山
中
岡
崎
市
舞
木
町
山
中
町
。

岡
崎
岡
崎
市
。

あ
つ
さ
弓
よ
り
く
る
人
の
こ
上
を
し
も

（
響
）
か
さ
と
必

箭
は
き
な
り
や
と
い
ひ
捨
て
行

と
と
と
と

（
政
）
あ
ま
り
弓
を
は
な
れ
ぬ
は
い
か
い
か
な

梱
岡
崎
名
所
な
ら
さ
る
所
ノ
、
に
て
は
、
あ
る
は

あ
る
は
其
所
と
な
く
よ
み
か
く
し
物
の
名
、
風

情
に
よ
み
侍
り
し
、
こ
上
に
て
も

（
件
）
す
ゑ

、
陰
高
き
も
り
の
木
の
ま
に
消
残
る

雪
を
か
鷺
の
ゐ
る
と
見
つ
ら
ん

（
響
）
い
か
て
か
さ
き
の
面
影
な
る
へ
し

例
藤
川
と
云
所
に
て
も
、
か
く
し
題
に
よ
め
る

う
き
人
を
我
か
み
な
か
み
の
涙
川

な
か
れ
て
落
る
袖
は
渕
か
は

（
政
）
こ
れ
も
水
辺
に
も
つ
れ
過
た
る
よ
み

さ
ま
、
い
と
は
つ
か
し

此
所
に
か
り
ね
せ
し
夜
、
雨
し
き
り
に
ふ
り
、

と
こ
ろ
ノ
＼
も
り
て
い
ふ
せ
し
、
さ
な
き
た
に

う
き
旅
の
山
路
の
里
の
ま
ろ
ね
に
、
古
里

の
こ
と
お
も
ひ
や
ら
れ
て

（
筈
）
に

か
り
初
と
お
も
ひ
出
に
し
我
宿
の

ふ
る
春
雨
の
も
り
や
し
ぬ
ら
ん

躯
山
中
と
い
ふ
さ
と
に
て
よ
み
侍
る

、
、
住
人
の
あ
り
と
も
し
ら
ぬ
山
中
に
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赤
坂
豊
川
市
赤
坂
町
。

み
と

二
道
（
二
見
道
）
豊
川
市
御
津
町

三
河
国
歌
枕
「
妹
も
わ
れ
も
一
つ

な
れ
か
も
三
河
な
る
二
見
の
道
ゆ

別
れ
か
ね
つ
る
」
高
市
黒
人
万
葉

集
巻
３
。

小
坂
（
小
坂
井
）
豊
川
市
小
坂
井

五
位
（
御
油
）
豊
川
市
御
油
町
。

た
れ
よ
ふ
こ
鳥
こ
鼻
ち
な
く
ら
ん

・
・
・
：
。
（
紙
継
目
以
下
第
五
紙
ヨ
コ
岬
聖
・
…
…
…
：

（
供
料
）

梱
此
山
辺
を
行
は
、
も
と
か
し
は
く
り
や
う
の
も

枯
葉
ち
ら
て
、
梢
に
あ
り
し
か
、
春
雨
に

う
る
ほ
ひ
て
か
つ
ノ
、
紅
葉
の
色
も
残
り
た
れ

は
、
い
と
お
も
し
ろ
く
て

、
露
時
雨
そ
め
た
る
秋
の
も
と
柏

も
と
の
色
を
そ
春
も
見
せ
け
る

“
赤
坂
を
か
く
し
題
に
て
よ
め
り
け
る

い
か
は
か
り
人
を
つ
ら
し
と
う
ら
み
ま
し

あ
か
さ
か
な
さ
と
お
も
ひ
し
ら
す
は

（
御
拍
）

幅
五
位
と
い
ふ
宿
残
り
す
ぐ
な
く
両
町
と
も
に

や
け
て
、
あ
は
れ
成
あ
り
さ
ま
な
れ
は
、
狂
寄

よ
め
る

中
ノ
、
に
く
ら
い
れ
は
こ
そ
誰
し
か
も

や
き
そ
こ
な
へ
る
こ
い
の
も
ろ
む
ね

妬
そ
れ
よ
り
す
こ
し
か
ほ
と
あ
り
て
、
二
道
と
云

《
石
唾
圃
え
》

所
有
、
こ
れ
は
石
ま
き
こ
え
と
海
道
へ
と
の

ち
ま
た
に
わ
か
れ
し
所
な
り

今
よ
り
は
二
道
か
へ
る
あ
た
人
の

ち
き
る
詞
は
た
の
ま
し
と
こ
そ

〃
小
坂
と
い
ふ
所
を
狂
寄
に

燧
坂
豊
橘
市
二
川
町
。

高
師
山
豊
橋
市
高
師
三
河
国
歌

枕
（
『
歌
枕
名
寄
』
に
は
遠
江
国
）

「
猶
し
ば
し
見
て
こ
そ
行
か
め
高

師
山
麓
に
巡
る
浦
の
松
原
」
為
氏

続
古
今
集
巻
、
。

吉
田
（
今
橋
、
豊
橋
）
豊
橋
市
今
橋

町
。

町
。

こ
さ
か
し
き
人
に
と
は
ふ
や
東
路
の

道
の
は
て
を
は
い
つ
く
な
る
そ
と

“
吉
田
を
も
か
く
し
題
に
て
よ
め
り

世
中
に
我
と
ひ
と
し
き
人
し
な
く
は

い
は
し
よ
し
た
に
お
も
ふ
お
も
ひ
を

㈹
高
師
山
は
勅
撰
に
は
遠
江
に
入
し
、
今
は
三
河

な
り
、
国
の
さ
か
い
な
れ
は
い
つ
の
世
そ
三
河
に

つ
ら
ん
、
此
山
は
野
の
は
つ
れ
、
海
辺
に
あ
る

原
に
て
、
い
さ
堅
さ
か
高
き
と
こ
ろ
も
な
し
、

い
ひ
し
ら
せ
す
は
山
と
は
し
ら
し
か
し
、
さ
て
よ

里
人
に
と
ひ
つ
上
見
す
は
し
ら
れ
め
や

名
に
は
た
か
し
の
山
と
き
け
と
も

（
譽
）
右
結
句
何
と
そ
あ
る
へ
し
歎

又
発
句

空
に
幾
重
か
す
む
梢
の
高
師
山

釦
ひ
う
ち
坂
い
と
面
白
山
な
り
、
其
山
の
尾
崎
に

雲
に
そ
ひ
え
た
る
高
き
岩
戸
有
、
岩
戸
の

ま
へ
に
は
石
の
鳥
居
神
さ
ひ
て
、
岩
戸
の
中
に

石
の
社
頭
有
け
る
、
観
音
と
も
い
ひ
又
は
神

代
の
岩
戸
ひ
ら
け
し
所
也
と
も
、
と
り
ノ
、
人

の
い
ひ
け
り
、
其
所
に
寺
有
し
も
、
今
は
末
の

世
な
れ
は
、
斗
藪
の
住
居
も
か
な
は
さ
る
ら
ん
、
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白
須
賀
湖
西
市
白
須
賀
。

潮
見
坂
以
下
、
静
岡
県
と
な

る
。
湖
西
市
白
須
賀
。

二
川
豊
橋
市
二
川
町
。

旋
頭
歌
五
・
七
・
七
・
五
・
七
・
七
の

歌
の
形
式
。
古
代
歌
垣
で
唱
和
さ

れ
た
五
七
・
七
の
片
歌
が
一
人
に

よ
っ
て
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。

ニ
村
山
愛
知
県
豊
明
市
沓
掛

町
。
三
河
国
歌
枕
「
く
れ
は
と
り

あ
や
に
恋
し
く
有
り
し
か
ぱ
こ
村

山
も
越
え
ず
な
り
に
き
」
消
原
諸

実
後
撰
集
巻
ｕ
恋
３
。
三
河

国
の
最
後
に
、
同
国
で
訪
ね
な
か

っ
た
二
村
山
を
詠
む
。

古
跡
計
也
、

山
伏
の
こ
し
に
つ
け
た
る
ひ
う
ち
坂

う
つ
火
の
ま
に
も
か
は
る
世
の
中

久
か
た
の
あ
ま
の
岩
戸
の
其
む
か
し

（
讐
）
も

ひ
か
り
う
ち
出
す
火
う
ち
坂
か
は

（
譽
）
両
首
と
も
殊
勝
覚
へ
候

刷
二
川
と
云
里
を
よ
み
か
く
し
て
施
頭
野

…
…
（
紙
継
目
以
下
第
六
紙
ヨ
コ
岬
聖
・
…
…
：
…

玉
手
箱
み
に
か
は
り
た
る
ふ
た
か
は
と
お
も
ふ

成
け
り
い
か
に
す
れ
共
あ
ふ
こ
と
は
な
し

馳
二
村
山
と
云
を
三
河
国
道
す
か
ら
尋
と
ひ
し

か
と
も
し
れ
す
、
此
あ
た
り
お
も
し
ろ
き
山
た
上

す
ま
ひ
と
も
な
れ
は
、
此
あ
た
り
に
て
も
あ
る
や

ら
ん
と
お
も
ひ
よ
せ
て
帰
る
さ
に
よ
め
る

、
都
か
た
あ
や
に
恋
し
く
お
も
ふ
よ
り

二
村
山
を
又
も
こ
え
け
り

認
塩
見
坂
に
て

し
ほ
み
坂
打
出
る
時
そ
か
ら
か
り
し

山
路
の
旅
も
忘
ら
れ
に
け
る

（
白
須
賀
）

鼬
し
ら
す
か
と
い
ふ
に
出
て

と
ひ
き
く
も
む
つ
か
し
か
り
き
中
ノ
、
に

し
ら
す
か
た
り
の
あ
ま
の
さ
え
つ
り

志
香
須
賀
渡
（
不
明
）

し
ら
す
け
の
湊
（
白
菅
湊
）
遠
江
国

歌
枕
「
松
か
げ
の
入
海
か
け
て
し

ら
す
げ
の
湊
吹
き
越
す
秋
の
塩

風
」
前
内
大
臣
続
古
今
集
巻
Ⅳ

雑
上
。

弱
二
川
と
塩
見
坂
と
の
あ
ひ
た
に
わ
つ
か
な
る
み
そ

河
有
、
こ
れ
な
ん
三
河
と
遠
江
の
さ
か
ひ
な
れ
は
、

し
ら
す
か
は
遠
江
也
、
此
国
に
し
ら
す
け
の
み
な

と
い
ふ
名
と
こ
ろ
も
し
此
所
の
こ
と
や
ら
ん
お
ほ

つ
か
な
し

し
ら
す
け
の
み
な
と
は
春
の
塩
風
も

入
海
か
け
て
吹
を
く
る
ら
ん

師
又
し
か
す
香
の
わ
た
り
と
云
も
三
河
な
り
、
此

津
と
尋
る
に
、
其
所
し
れ
す
、
こ
れ
も
又

こ
シ
に
や
有
ら
ん
、
此
と
こ
ろ
へ
む
か
し
は
み
な

の
く
ち
有
て
、
お
く
は
七
里
は
か
り
の
入
海
に
て

入
海
と
大
海
と
の
間
に
は
Ｌ
二
町
は
か
り
に

な
か
さ
二
里
計
の
真
砂
打
つ
シ
き
て
し
ろ
き

帯
又
は
ぬ
の
な
と
は
へ
た
る
や
う
な
り
、
し
ら

す
か
よ
り
十
町
は
か
り
有
て
、
橋
本
と
云
村

あ
り
、
此
所
よ
り
濱
名
の
橋
を
む
か
ひ
の

真
砂
地
へ
か
け
た
る
よ
し
い
へ
り
、
百
と
せ
計

の
む
か
し
高
波
あ
か
り
て
、
此
真
砂
地
に
あ
ら
い

と
云
里
あ
り
し
を
ひ
と
り
も
の
こ
さ
す
と
り

て
よ
り
其
さ
と
も
た
え
侍
る
と
也
、
引
な
み

て

つ
よ
く
て
み
な
と
へ
の
み
か
へ
ら
れ
真
砂
地
の

と

東
の
は
し
二
三
町
は
か
り
ひ
き
皇
り
て
入
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浜
名
橋
（
跡
）
湖
西
市
新
居
町
遠

江
国
歌
枕
「
潮
満
て
る
ほ
と
に
行

き
交
ふ
旅
人
や
浜
名
の
橋
と
名
付

け
そ
め
け
ん
」
平
兼
盛
拾
遺
集

巻
６
．
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
八

月
の
東
海
沖
大
地
震
で
そ
れ
ま
で

陸
地
で
あ
っ
た
浜
名
湖
と
太
平
洋

の
遠
州
灘
の
間
の
陸
地
が
水
没
、

今
切
と
な
っ
て
湖
に
は
海
水
が
流

入
し
た
。
水
没
し
た
陸
地
を
流
れ

て
い
た
浜
名
川
が
な
く
な
り
、
そ

の
川
に
架
か
っ
て
い
た
浜
名
橋
も

な
く
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
歌
に

詠
ま
れ
た
。
「
今
は
皆
橋
柱
さ
へ

朽
ち
果
て
て
浜
名
ば
か
り
を
聞
き

渡
る
か
な
」
権
僧
正
永
縁
堀
河
百

首
。

大
浦
（
不
明
）

名
高
浦
（
不
明
）

新
井
の
郷
湖
西
市
新
居
町
。

橋
本
湖
西
市
新
居
町
。

今
切
湖
西
市
新
居
町
と
浜
松
市

海
と
外
の
海
と
ひ
と
つ
に
な
り
し
よ
り
、
此
処

を
今
切
と
い
ふ
也
、
そ
れ
よ
り
此
入
海
五
十
丁

か
ほ
と
は
船
に
て
わ
た
る
也
、
濱
名
の
は
し
も

此
時
よ
り
た
え
た
り
、
濱
名
と
い
ふ
里
は
七
里

計
の
お
く
に
あ
り
な
か
ら
、
こ
ふ
を
な
ん
濱
名

の
は
し
と
名
付
し
と
也
、
其
橋
わ
た
せ
し

あ
と
も
さ
な
か
ら
に
て
、
塩
の
み
つ
時
は
橋
本
の

き
は
ま
て
み
ち
か
く
れ
は
よ
め
る

（
弊
）
堀
の
み
た
ち

た
え
に
し
を

、
中
た
え
し
濱
名
の
橋
の
名
に
し
お
へ
は

塩
の
み
ち
き
て
波
そ
か
け
ふ
け
る

釘
大
浦
し
か
す
か
よ
り
す
ち
か
へ
て
み
ゆ
れ
は

都
人
袖
を
し
ほ
り
て
大
の
浦
を

（
弁
）
か
へ
り

そ
か
ひ
に
見
つ
ふ
の
ほ
り
こ
そ
す
れ

…
…
（
紙
継
目
以
下
第
六
紙
ヨ
コ
蝿
聖
・
…
：
：
…
．

卵
名
高
浦
を
よ
め
る

我
か
袖
を
ぬ
ら
し
て
そ
ぬ
る
此
石
の

な
た
か
の
浦
の
磯
の
真
砂
に

弱
あ
ら
い
の
郷
を

、
あ
ら
磯
に
枕
も
か
れ
は
よ
も
す
か
ら

耳
も
そ
あ
ら
ふ
沖
津
し
ら
浪

（
譽
）
右
但
五
も
し
あ
る
へ
く
候
歎

釦
今
切
を

こ
ふ

見
付
の
府
中
見
付
の
国
府
静
岡

県
磐
田
市
見
付
．

中
泉
磐
田
市
中
泉
。

西
区
舞
阪
町
の
境
、
浜
名
湖
と
遠

州
灘
が
繋
が
る
部
分
。
明
応
七
年

（
一
四
九
八
）
八
月
の
大
展
災
に
よ

り
浜
名
湖
に
海
水
が
入
っ
た
（
地

鯉
の
年
月
に
は
諸
説
あ
る
）
。

前
坂
浜
松
市
西
区
舞
阪
町
、
近

世
初
頭
に
は
「
前
坂
」
と
い
う
。

浜
松
浜
松
市
中
区
伝
馬
町
。

混
本
の
歌
『
古
今
集
』
真
名
序
に

「
長
歌
短
歌
旋
頭
歌
混
本
之
類
、

雑
体
非
一
、
源
流
漸
繁
」
と
あ

り
、
短
歌
形
式
の
一
句
少
な
い
歌

の
形
式
。
「
雨
に
よ
り
…
」
の
歌
は

五
・
七
・
七
・
七
と
な
り
、
中
五
を

欠
く
。

池
田
の
宿
磐
田
市
池
田
「
池
田

の
宿
に
蝿
わ
き
給
ひ
ぬ
。
彼
宿
の

長
者
が
ゆ
や
が
む
す
め
…
…
」
平

家
物
語
巻
四
海
道
下
。

〈
讐
）
も
し
け
き
敏

、
う
ら
波
の
立
ゐ
ま
き
れ
て
沖
つ
す
に

う
き
ね
の
鳥
の
こ
ゑ
す
た
く
な
り

刷
前
坂
を

浦
の
松
に
い
を
ね
し
鷺
の
あ
け
た
て
は

る

あ
し
ま
へ
さ
か
り
求
食
す
ぐ
な
り

と

（
撰
栓
）

唖
は
ま
松
と
い
ふ
所
に
て
混
本
の
野
を
よ
め
る

雨
に
よ
り
は
ま
枩
か
枝
も

今
一
し
ほ
の
緑
そ
ふ
な
り

閃
雨
を
も
い
と
は
て
天
龍
河
を
渡
て
、
池
田
の

（
熊
野
）

宿
に
と
ま
り
て
、
か
の
湯
屋
か
し
る
し
の
石
を

見
てふ

る
あ
と
の
し
る
し
の
石
を
見
る
か
ら
に

む
か
し
の
な
み
た
今
も
お
ち
け
り

（
熊
野
）

又
池
田
を
か
く
し
題
に
て
ゆ
や
か
こ
と
を

い
に
し
へ
の
湯
け
た
の
か
す
に
か
そ
へ
ま
し

今
の
ゐ
け
た
の
ふ
り
残
る
と
も

（
中
泉
）

餌
中
い
つ
み
を
よ
め
り

都
よ
り
あ
つ
ま
の
い
な
か
い
つ
み
ん
と

あ
ら
ま
し
こ
と
も
お
も
ひ
出
け
り

（
見
付
）

閃
み
つ
け
の
府
中
に
て
よ
み
侍
り
け
る

我
思
ふ
人
を
見
つ
け
の
府
中
な
ら
は

い
か
は
か
り
か
は
う
れ
し
か
ら
ま
し
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小
夜
の
中
山
掛
川
市
佐
夜
鹿
遠

江
国
歌
枕
「
甲
斐
が
ね
を
さ
や
に

も
見
し
が
け
け
れ
な
く
よ
こ
ほ
り

掛
川
掛
川
市
掛
川
。

西
坂
掛
川
市
日
坂
（
西
坂
）
。

木
原
袋
井
市
木
原
熊
野
権
現
辻

野
原
行
き
「
あ
か
ね
さ
す
紫
野
行

き
標
野
行
き
野
守
は
見
ず
や
君
が

袖
振
る
」
額
田
王
万
葉
集
巻

１
４
。

以
下
、
静
岡
県
下
の
地
名
に
関

し
て
は
大
塚
勲
氏
の
ご
教
示
に

よ
る
こ
と
が
多
い
。

袋
井
袋
井
市
袋
井
。

原
川
掛
川
市
原
川
。

髄
木
原
と
い
ふ
に
て
よ
め
る

、
野
は
ら
ゆ
き
し
の
は
ら
を
ゆ
き
木
原
行

床
も
枕
も
か
は
る
よ
な
ノ
、

（
誉
）
し
め
の
行
ノ
句
残
し
候

嗣
袋
井
と
云
を
狂
寄
に

大
こ
ぐ
の
う
し
ろ
に
お
へ
る
大
ふ
く
ろ

い
て
そ
よ
い
は
ん
く
ち
の
ほ
こ
ろ
ひ

（
誉
）
野
将
成
作
意
に
て
候

（
原
川
）

鯛
は
ら
川
と
い
ふ
に
て
狂
寄
二
首

家
高
き
ゆ
か
り
に
も
似
ぬ
け
は
ひ
也

い
か
さ
ま
こ
れ
は
を
と
り
は
ら
か
は

い
か
に
し
て
な
に
と
す
れ
は
か
は
ら
の
か

か
く
あ
さ
ま
し
く
す
り
き
り
に
け
ん

（
掛
川
）

的
か
け
川
に
よ
み
け
る

さ
な
き
た
に
し
ほ
る
上
物
を
旅
衣

猶
ぬ
ら
せ
と
や
か
け
川
の
な
み

加
西
坂
の
わ
ら
ひ
も
ち
ゐ
を
狂
寄
に

に
し
坂
の
わ
ら
ひ
も
ち
ゐ
を
み
つ
か
一
つ

く
ひ
こ
そ
し
つ
れ
ね
の
こ
な
ら
ね
と

（
誉
）
一
シ
所
望
候

《
小
夜
》

別
さ
や
の
中
山
に
て
三
首

、
甲
斐
か
根
は
さ
や
の
中
山
の
み
な
ら
す

菊
川
島
田
市
菊
川
。

金
の
薬
師
菊
川
市
富
田
。
火
剣

山
（
金
薬
師
山
）
。

伏
せ
る
小
夜
の
中
山
」
読
人
不
知

古
今
集
巻
加
東
歌
。
「
年
た
け

て
ま
た
越
ゆ
く
し
と
思
ひ
き
や
命

な
り
け
り
小
夜
の
中
山
」
西
行

新
古
今
集
巻
、
羅
旅
。

た
ち
か
く
す
な
り
雲
も
か
す
み
も

命
あ
ら
は
と
は
い
ひ
な
か
ら
お
も
ひ
き
や

さ
よ
の
中
山
け
ふ
こ
え
ん
と
は

春
の
夜
の
朧
月
夜
に
し
く
物
は

…
．
：
（
紙
継
目
以
下
第
八
紙
卿
聖
…
…
…
…

あ
ら
し
の
と
こ
の
さ
や
の
中
山

あ
つ
ま
の
名
所
あ
ま
た
か
中
に
此
山
の

風
景
又
た
く
ひ
な
し

泥
此
中
山
の
卯
辰
の
か
た
に
そ
ひ
え
た
る
た
け

あ
り
、
か
ね
や
く
し
と
て
人
の
耳
目
を
よ
く

な
を
し
給
ふ
と
人
の
い
ひ
け
れ
は
一
通
の

状
を
つ
か
は
し
け
る

眼
無
磐
空
裡
無
花
了
天
耳
通

妙
高
頂
啼
聴
蚊
聾
故
無
耳

聾
無
明
之
憂
若
福
祐
之

薬
者
一
服
申
請
度
者
也
恐
慢

謹
言

慶
長
辛
亥
仲
春
初
二
新
川
某

金
薬
師
如
来
御
坊

十
二
神
分
有
之

（
菊
川
）

耐
き
く
川
を
か
く
し
題
に
て

、
旅
人
の
あ
ひ
や
と
り
し
て
か
た
る
に
そ
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渭
水
峠
（
不
明
）

大
井
川
静
岡
県
最
北
端
の
南
ア

ル
プ
ス
間
ノ
岳
（
静
岡
市
葵
区
田

代
）
よ
り
南
流
し
、
右
岸
に
掛
川

市
・
牧
之
原
市
、
左
岸
に
島
田
市

・
焼
津
市
の
間
を
流
れ
て
駿
河
湾

に
注
ぐ
。
遠
江
・
駿
河
の
国
境
の

河
川
。

島
田
島
田
市
本
通
付
近
。

桑
原
（
不
明
）

い
さ
し
ら
さ
り
し
こ
と
も
き
く
か
は

（
諏
訪
原
力
）

刈
栞
の
は
ら
に
て
狂
寄

し

こ
ほ
ノ
、
と
ふ
み
と
ふ
る
か
す
な
る
神
も

お
ち
し
と
思
ふ
栞
原
の
さ
と

（
誉
）
こ
Ｌ
は
栞
原
の
そ
の
ま
ゞ
に
候

巧
遠
江
の
国
と
駿
河
と
の
中
に
あ
る
大
井
川

を
渡
る
と
て
発
句

、
、
い
く
筋
か
霞
む
ふ
ち
瀬
の
大
井
川

花
嶋
田
に
付
て
宗
長
法
師
の
生
所
を
尋

れ
は
ゆ
か
り
も
い
ま
た
あ
り
、
そ
こ
に
て
発

（
唇
）
紫
屋

咲
か
へ
れ
む
か
し
の
宿
の
梅
の
花

（
誉
）
右
柴
屋
と
し
て
は
い
か
Ｌ
、
宗
長
満
足
た
る
へ
し

花
ち
り
て
残
す
は
梅
の
匂
ひ
か
な

（
峠
》

刀
清
水
た
う
け
に
の
ほ
れ
は
遠
近
の
山
雨

の
名
残
の
雲
た
ち
の
ほ
り
、
山
を
は
な
れ
し

に
富
士
の
根
は
な
か
は
の
そ
ら
は
雲
に
か
へ
れ

ふ
も
と
の
か
た
の
み
見
ゆ
る
も
こ
と
山
を
ぬ
き

出
て
た
か
け
れ
は
よ
め
り
け
る

富
士
の
ね
や
な
か
半
は
雲
に
か
く
ろ
へ
と

ま
た
な
か
そ
ら
に
あ
ふ
き
見
ら
る
ふ

（
誉
）
一
目
見
申
度
事
候

口
惜
候

木
枯
の
森
静
岡
市
葵
区
鳥
羽
駿

河
国
歌
枕
「
消
え
侘
び
ぬ
う
つ
る

ふ
人
の
秋
の
色
に
身
を
木
枯
ら
し

の
森
の
下
露
」
定
家
新
古
今
集

巻
咽
恋
４
・

安
倍
川
静
岡
市
葵
区
か
ら
駿
河

区
を
流
れ
、
駿
河
湾
に
注
ぐ
。

明
石
の
浦
「
明
石
か
の
岡
辺
の
家

も
松
の
響
き
、
浪
の
音
に
あ
ひ
て

心
ば
せ
あ
る
若
人
は
身
に
沁
み

て
」
『
源
氏
物
語
』
明
石
。

宇
津
の
山
静
岡
市
駿
河
区
宇
津

ノ
谷
駿
河
国
歌
枕
「
駿
河
な
る
宇

津
の
山
辺
の
う
つ
つ
に
も
夢
に
も

人
に
逢
は
ぬ
な
り
け
り
」
伊
勢
物

語
第
９
段
。

藤
枝
（
藤
江
田
）
藤
枝
市
藤
枝
。

丸
子
静
岡
市
駿
河
区
丸
子
。

岡
部
藤
枝
市
岡
部
町
岡
部
。

（
藤
枝
）

氾
藤
江
田
に
て
か
く

花
の
咲
く
こ
ろ
し
も
き
た
る
我
な
ら
は

お
り
か
さ
し
つ
上
ゆ
か
ん
ふ
ち
え
た

（
岡
鄙
）

刃
お
か
へ
と
い
ふ
所
に
て
よ
め
る

、
琴
の
音
に
ひ
Ｌ
き
か
よ
へ
る
松
風
を

岡
辺
の
や
と
に
き
上
く
ら
す
か
な

（
誉
）
明
石
の
浦
心
ち
申
候

（
宇
津
）

帥
う
つ
の
山
を
こ
ゆ
と
て
二
首

、
む
は
玉
の
閨
の
う
つ
坐
も
春
の
よ
の

夢
に
も
た
と
る
う
つ
の
山
こ
え

夢
に
た
に
ま
さ
ら
さ
り
け
り
う
つ
の
山

う
つ
上
に
一
目
見
え
し
面
か
け

（
凡
ｆ
）

副
ま
り
こ
と
云
里
を
す
ぐ
る
と
て

す
る
か
な
る
ふ
し
の
煙
に
た
く
ふ
ら
ん

…
…
（
紙
継
目
以
下
第
九
紙
砺
聖
・
…
：
…
…

む
ね
の
お
も
ひ
の
あ
ま
り
こ
か
れ
て

艶
木
枯
の
森
に
て
よ
め
る

人
こ
堅
ろ
う
つ
ろ
ふ
に
身
を
こ
か
ら
し
の

も
り
の
し
つ
く
に
ぬ
る
堅
袖
か
な

鯛
安
陪
川
を
わ
た
る
と
て
取
あ
へ
す
か
く

坂
こ
え
て
け
ふ
は
い
く
か
の
旅
こ
ろ
も

（
杵
）
た
と
り

あ
へ
の
河
原
に
我
は
き
に
け
り
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志
豆
機
山
・
浅
間
神
社
賎
機
山

静
岡
市
葵
区
宮
ヶ
崎
町
駿
河
国

歌
枕
「
時
雨
の
間
な
く
し
降
れ

は
駿
河
な
る
賎
機
山
に
錦
織
り
な

す
」
公
実
堀
河
百
首
。

阿
倍
田
静
岡
市
駿
河
区
駿
河
国

歌
枕
「
坂
越
え
て
安
倍
の
田
面
に

居
る
鶴
の
と
も
し
き
君
は
明
日
さ

へ
る
が
も
」
万
葉
集
巻
哩
。

阿
倍
の
市
静
岡
市
駿
河
区
駿
河

国
歌
枕
「
焼
津
辺
に
わ
が
行
き
し

か
ば
駿
河
な
る
安
倍
の
市
道
に
逢

ひ
し
児
ら
は
も
」
万
葉
集
巻
１
。

府
中
（
駿
府
）
静
岡
市
葵
区
駿
府

城
公
園
を
中
心
と
し
た
地
域
秀

吉
没
後
、
関
ヶ
原
合
戦
を
経
て
家

康
は
伏
見
城
・
大
坂
城
に
常
駐
し

た
が
、
慶
長
九
年
（
一
六
○
四
）
以

降
江
戸
・
駿
府
、
特
に
慶
長
一
五

年
以
後
は
駿
府
滞
在
が
多
い
。

（
政
）
此
て
に
を
は
不
堪
の
身
に
は
な
ら
ひ

あ
り
と
て
も
す
へ
ら
さ
る
こ
と
な
か
ら
、

人
に
見
す
る
こ
と
に
し
あ
ら
れ
は
、

よ
め
り
し
な
り
、
（
誉
）
て
に
を
は
大
か
た
究

申
候
、
又
吟
味
む
つ
か
し
く
侯
、

た
と
り
に
て
は
、
い
か
出
、

（
安
傭
田
）

別
あ
へ
田
を
発
句
に

あ
へ
川
や
田
鶴
羽
を
か
へ
す
田
面
か
な

（
安
倍
）

開
あ
へ
の
市
路
を

す
る
か
な
る
あ
へ
の
市
路
に
わ
か
ゆ
け
と

あ
ひ
見
る
こ
と
は
な
か
り
け
る
か
な

髄
か
く
て
府
中
に
つ
き
て
二
月
六
日
に
御
所

に
し
こ
う
申
せ
し
に
、
慈
悲
の
御
ま
な
し
り
に

か
上
り
、
い
つ
く
し
み
の
御
こ
と
の
は
を
か
け
ま

か
た
し
け
な
く
も
な
に
Ｌ
つ
ふ
ま
ん
と
挟
に
あ

ま
て
お
り
ひ
し
に
、
御
奉
行
し
ゆ
も
心
よ
せ

（
口
鋭
）

あ
り
、
か
の
く
せ
ち
の
こ
と
も
こ
と
な
く
に
お

く
た
さ
れ
、
あ
ん
と
の
お
も
ひ
に
任
し
侍
る

（
賎
概
山
）

志
豆
機
山
に
ま
い
り
浅
間
を
ふ
し
お
か
み
、
山

の
い
た
上
き
へ
よ
ち
の
ほ
れ
は
、
お
も
し
ろ
き

（
甲
蔓
）

け
し
き
、
ふ
し
の
雪
、
か
ひ
の
し
ら
ね
、
あ
へ

市
路
の
行
か
ひ
、
す
る
か
の
う
み
と
り
あ
つ
め

佳
景
、
此
山
の
杁
桧
原
の
中
に
紅
梅
初
桜
桃

駿
河
の
海
静
岡
県
駿
河
湾
一
帯

お
し
へ

駿
河
国
歌
枕
「
駿
河
の
海
磯
辺
に

生
ふ
る
浜
つ
づ
ら
汝
を
頼
み
母
に

違
ひ
ぬ
」
万
葉
集
巻
皿
。

清
見
が
関
静
岡
市
清
水
区
興
津

清
見
寺
町
。

あ
ひ
そ
川
（
角
田
川
）
今
の
波
多

内
川
、
清
水
区
横
砂
と
興
津
清

見
寺
町
の
間
を
流
れ
る
。

草
薙
川
静
岡
市
清
水
区
草
薙
を

北
流
す
る
．

江
尻
静
岡
市
清
水
区
江
尻
町
。

ま
て
も
一
時
に
さ
き
み
た
れ
ぬ
、
都
の
花
は
今

比
は
け
し
き
計
も
さ
か
し
を
心
と
き
花

の
心
は
へ
か
な
、
鴬
も
こ
ゑ
あ
や
を
な
し
て
な

は
よ
め
る

、
、
我
か
お
れ
る
志
豆
機
山
に
う
ぐ
ひ
す
の

こ
ゑ
を
あ
や
な
す
春
を
し
そ
思
ふ

（
誉
）
但
、
五
も
し
お
り
出
す
者
に
て
は
又
す
る
か

し
ら
す
候
歎

（
草
薙
）

師
清
見
か
関
に
と
て
行
道
に
く
さ
な
き
と
い
ふ

川
に
て
狂
寄

あ
し
く
ひ
の
き
る
上
は
か
り
に
ひ
え
に
け
り

こ
や
草
な
き
の
つ
る
き
な
る
か
は

（
江
尻
）

閉
ゑ
し
り
に
て
狂
寄

春
雨
に
さ
す
か
ら
か
さ
の
え
し
り
ま
て

ぬ
ら
す
は
い
と
ふ
お
ち
こ
若
衣

（
駿
河
》

明
す
る
か
の
う
み
を

東
路
の
す
る
か
の
う
み
の
は
ま
つ
巽
ら

頼
を
か
け
て
く
る
な
い
と
ひ
そ

卯
清
見
か
せ
き
の
こ
な
た
に
あ
る
川
を
は
あ
ひ
そ

川
と
も
い
ひ
、
又
す
み
た
川
と
も
い
ふ
、
清
見
寺

…
…
（
紙
継
目
以
下
第
一
○
紙
ヨ
コ
雌
哩
…
…
…
…

景
あ
る
、
其
一
景
な
る
よ
し
人
の
い
へ
る
、
そ
こ

に
て
よ
み
侍
る
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有
度
浜
静
岡
市
駿
河
区
大
谷
か

ら
消
水
区
三
保
に
か
け
て
の
海
岸

駿
河
国
歌
枕
「
度
浜
に
天
の
羽
衣

昔
着
て
振
り
け
ん
袖
や
け
ふ
の
は

ふ
り
こ
」
能
因
法
師
拾
遺
集
巻

加
雑
６
・

文
殊
院
・
勢
与
．
道
春
次
節
参
照

三
保
の
松
原
静
岡
市
清
水
区
三

保
駿
河
国
歌
枕
「
忘
れ
ず
よ
情
見

が
関
の
波
間
よ
り
霞
み
て
見
え
し

三
保
の
浦
松
」
中
務
卿
親
王
続
古

今
集
巻
９
騒
旅
。

渭
見
寺
静
岡
市
清
水
区
興
津
清

見
寺
町
。

、
見
せ
は
や
な
都
の
人
に
い
ぼ
は
壁
や

隅
田
河
原
の
腕
月
夜
を

馴
清
見
か
寺
の
う
へ
に
あ
る
つ
堅
ら
お
り
を
の
ほ
り

て
庵
主
に
は
し
ゐ
し
て
一
日
な
か
め
く
ら
し

け
る
に
、
入
江
に
海
士
の
つ
り
ふ
れ
う
か
み
な
か
ら

沖
よ
り
も
大
ふ
れ
と
も
ま
ほ
に
ふ
か
せ
て

（
浦
）
（
海
上
）

入
く
る
お
も
し
ろ
さ
、
う
ら
に
は
あ
ま
と
も
の
藻

し
ほ
を
つ
み
、
か
た
つ
か
た
に
は
し
ほ
や
く
も
あ
り

ず

心
の
お
く
へ
と
を
か
旅
人
も
行
や
く
ひ

と

な
か
め
や
る
、
み
ほ
の
枩
原
か
す
み
に
う
か
ひ

た
る
、
心
も
つ
き
言
葉
に
も
の
へ
か
た
く
や

庵
主
の
な
と
て
野
よ
み
た
ま
は
ぬ
と
そ
ふ

》
｝

あ
か
せ
と
も
心
も
景
に
と
ら
れ
て
な
し

と

折
寄
も
よ
み
出
て
す
な
か
ら
か
く

、
忘
れ
め
や
き
よ
み
か
せ
き
の
波
の
上
の

か
す
み
に
う
か
ふ
み
ほ
の
枩
原

（
誉
）
御
詠
寄
誠
候
、
其
興
見
る
心
ち
申
候

呪
有
渡
は
ま
を

昔
こ
そ
あ
ま
の
羽
衣
ま
れ
に
き
て

袖
ふ
り
け
れ
と
き
ふ
し
う
と
は
ま

（
誉
）
本
歌
の
詞
聞
申
候

卵
又
府
中
に
帰
り
て
文
殊
院
興
行
に
て

和
漢
あ
り
し
に
、
我
に
発
句
を
つ
か
う
ま
つ
れ
と

富
士
の
煙
「
今
は
富
士
の
煙
立
た

ず
な
り
・
・
…
・
」
古
今
集
仮
名
序
．

有
し
を
、
辞
す
る
に
道
あ
ら
て

、
雪
わ
け
て
い
つ
さ
く
花
そ
富
士
の
峯

（
誉
）
尤
殊
勝
候

春
半
詩
雲
寒
勢
与

霞
隙
月
猶
淡
道
春

（
寓
上
）

“
ふ
し
の
け
ふ
り
の
今
は
た
ふ
す
な
り
に
け
り
と

い
ふ
序
の
心
に
て

、
四
方
に
な
引
春
の
か
す
み
や
ふ
し
の
ね
の

け
ふ
り
に
今
は
た
ち
か
は
る
ら
む

（
富
上
）

あ
つ
ま
に
く
た
ら
は
、
ふ
し
を
見
ん
こ
と
う
ら

や
ま
し
と
い
ふ
人
の
こ
と
を
お
も
ひ
出
て

、
ふ
し
の
ね
の
花
に
し
あ
ら
は
手
を
り
つ
上

ま
た
見
ぬ
人
に
見
せ
ま
し
物
を

（
誉
）
拙
僧
も
一
枝
申
請
ら
ん
物
を

付
墨

御
詠
歌
舟
一
首
内

長
四
首

御
発
句
四
句
内

長
一
句

盛
誉
（
花
押
）
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三
保
の
松
原
や
清
見
が
関
を
見
物
し
た
盛
政
一
行
は
再
び
駿
府
に
戻
り
、
盛
政
一

人
が
文
殊
院
の
和
漢
聯
句
に
招
か
れ
、
発
句
を
詠
ん
だ
。
懐
紙
の
料
紙
は
鳥
の
子
、

９

タ
テ
は
皿
叫
ヨ
コ
即
與
中
庄
新
川
家
文
書
梱
）
。

四
駿
府
文
殊
院
に
お
け
る
「
和
漢
聯
句
」
翻
刻
と
連
衆
た
ち

（
初
折
表
）

慶
長
十
六
年
二
月
十
一
日

雪
わ
け
て
い
つ
さ
く

花
そ
冨
士
の
嶽

春
半
誘
雲
寒

霞
隙
月
猶
淡

暮
か
け
て
し
も

簾
ま
く
袖

雨
餘
凉
得
意

秋
信
露
同
歎

鳫
わ
た
る
田
つ
ら

は
る
か
に
色
つ
き
て

し
た
葉
う
つ
る
ふ

萩
の
む
ら
ノ
、

和
漢
聯
句

盛
政 纂豐蕊

《
新
川
｝

盛
政

（
文
殊
院
》

勢
与

（
林
獺
山
）

道
春

信
澄

（
初
折
裏
）

野
外
風
漸
索
道
春

旅
程
路
若
干
勢
与

帰
耕
吾
所
欲
執
筆

長
閑
に
も
世
を

い
つ
か
の
か
れ
ん
信
澄

イ
ハ
ヤ

山
か
す
む
巖
に

住
ハ
や
す
か
れ
や
盛
政

こ
ほ
り
と
け
つ
』

結
ふ
井
の
水
勢
与

夏
の
夜
も
月
の

ひ
か
り
ハ
霜
に
し
て
信
澄

鵤
啼
驚
睡
軒
道
春

（
遼
）

暁
装
帰
客
軟
勢
与

（
蓮
）瀧

断
賤
夫
諺
道
春

（
詮
ノ
鴇
シ
跡
其
の
ノ
消
シ
跡
）

く
ミ
か
ハ
す
さ
け
に
し

酔
や
ミ
た
る
ら
ん
盛
政

し
ら
へ
の
音
も

い
か
に
糸
竹
信
澄

手
な
ら
ふ
も
ま
た

そ
の
き
わ
ハ
た
と
ノ
、
し
盛
政

照
秋
螢
僅
残
勢
与
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（
二
折
衷
）
｝
一

塘
荒
蒲
葦
冷

柳
か
つ
ノ
、

散
り
そ
む
る
陰

山
従
村
暮
月

櫻
為
景
晴
欄

こ
き
出
る
浪
の

船
路
の
浦
遠
ミ

隠
其
把
釣
竿

（
回
）

憂
民
栄
達
呂

称
傑
戦
功
韓

お
さ
ま
る
や
み
ち
ノ
、

た
上
す
国
な
ら
し

は
こ
ふ
御
調
の

と
た
え
な
か
り
き

馬
車
所
せ
き

な
る
門
の
前

花
莫
着
長
安

も
ろ
人
や
春
の

一
時
お
し
む
ら
ん

霞
む
ゆ
ふ
へ
の

か
ね
ひ
歩
く
な
り

（
茶
風
四
郎
吹
郎
）

清
次

道勢
春与

勢道信盛
与春澄政

道
春

盛
政

盛
政

信
澄

道勢信
春与澄

ｌ

委
紘
島
券
寺
望

'i
曾
；
勿
忽
と

！ ！
（
一
》
折
褒
）

不
厭
高
峯
寺

な
か
め
も
さ
そ
な

小
初
瀬
の
山

楓
飛
杉
易
色

松
の
あ
ら
し
も

時
雨
れ
ぬ
る
こ
ろ

蝉
只
續
絃
断

蟻
浮
對
酒
閾

お
も
ふ
と
ち
今
宵
の

お性ち叢則猶お浅泪繼感
く来まは亡やと茅に扉秋
の希た分回忍ろ生く碓砕
古なにる也ふへのら近鉄
宮るし 簸らて陰す報肝

け ん昔
り を
相

月
に
ま
と
ゐ
し
て

信
澄

盛
政

勢信
与澄

盛
政

勢信盛
与澄政

勢信盛
与澄政

信
澄

勢
与

道
春
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（
三
折
表
）
一
二

告
以
春
鴬
語

試
湘
雪
鳳
圃

つ
れ
つ
れ
の
永
日

す
く
す
松
戸
に

独
ぬ
る
夜
を

お
も
へ
山
さ
と

涙
亦
枕
前
雨

文
其
筆
下
潤

春
秋
に
こ
上
ろ
を

よ
す
る
大
和
寄

何
時
井
二
難

君
と
臣
と
か
し
こ
き

世
を
や
し
た
ふ
ら
し

磯
頭
玻
得
砺

鷹
揚
名
翼
義

心
い
さ
め
る

戦
の
場

か
ち
ま
け
を
月
に

《
あ
ノ
欄
シ
跡
）

う
か
か
ふ
乱
碁
に

秋
ハ
そ
む
く
る

窓
の
灯

信
澄

盛
政

弥
吉

信勢信
澄与澄

盛
政

清
次

勢信盛
与澄政

弥
吉

情勢
次与

慶
ぶ
息
Ｙ
ｔ
も
偲

偉
で
Ｉ
甲
く
愚

侭
巡
色
瑚
嘆
響

仙
噛
雄
掲
鍋
旋

躍り響農鮮警の蕊 警復
（
三
折
製
）

虫
の
音
を
と
も
に

憐
は
し
ゐ
し
て

風
悲
厄
助
嘆

悩
情
堪
獅
楊

帯
涙
信
征
鞍

う
つ
し
絵
に
残
す
ハ

後
の
か
た
ミ
か
ハ

さ
す
ら
ふ
ほ
と
や

須
磨
の
う
ら
波

袖
ぬ
ら
す
も
し
ほ
の

枕
わ
ふ
と
し
れ

（
論
力
）

郷
遠
思
多
端

雁
字
点
霞
混

雲
引
す
つ
る

春
の
曙

花
に
今
峯
の

梯
か
け
継
て

木
曽
の
御
坂
も

ち
か
き
見
渡
し

路
遙
唯
伴
月

霧
掩
暗
過
灘

勢信盛
与澄政

勢
与

盛
政

勢信盛
与澄政

信
澄

盛
政

盛
政

勢
与

信
澄

執
筆
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（
名
残
表
）

秋
く
る
坐
さ
と
は

た
く
火
を
し
る
へ
に
て

霧
衣
涙
豈
乾

統
針
情
緒
乱

な
か
き
思
ひ
ハ

い
つ
ま
て
の
身
そ

有
約
剋
祇
劫

延
齢
拭
欝
軍

こ
と
ノ
、
に
見
て

か
た
き
ハ
世
の
ね
か
ひ
か
ハ

惜
花
皆
一
般

春
宵
猶
賊
燭

霞
洞
侭
嘗
丹

犬
ほ
ふ
る
こ
え
を

し
る
へ
の
山
の
陰

宇
治
て
ふ
さ
と
の

か
よ
ひ
あ
や
し
き

や
坐
し
け
き
人
め
を

月
に
よ
き
か
ね
て

戸
さ
上
て
れ
や
に

待
ハ
夜
な
か
き

盛
政

勢
与

情勢清弥
次与澄吉

盛
政

弥
吉

勢信盛
与澄政

勢弥盛
与吉政

I

炊
奄

炊
六

イ
ー
ー

祓
皿

､

ｰ得■

（
晶
残
裏
）

水
箪
塵
残
暑

夕
た
ち
す
ぐ
る

露
の
玉
さ
し
坐

光
薄
孤
村
日

碧
空
太
し
壇

ぬ
か
つ
く
も
お
き
な

さ
ひ
た
る
声
に
し
て

か
ね
の
ミ
た
け
を

た
れ
か
ま
ち
け
ん

き
鼻
な
る
上
風
ハ

す
シ
ふ
く
あ
け
暮
に

雲
林
人
考
盤

盛
政
廿
七

勢
与
廿
六

道
春
十
一

信
澄
廿
四

執
筆
三

清
次
四

弥
吉
五

盛
政

執
筆

信
澄

盛
政

勢信盛
与澄政

勢
与
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れ
ん
じ
ゅ
う

こ
の
文
殊
院
に
お
け
る
和
漢
聯
句
の
一
座
の
詠
み
人
、
連
衆
に
つ
い
て
触
れ
て
お

き
た
い
。
最
後
に
記
さ
れ
た
句
上
げ
の
順
に
見
る
。

発
句
を
詠
む
盛
政
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
和
泉
国
か
ら
の
同
行
人
中
（
人

物
も
人
数
も
不
明
で
あ
る
が
）
、
た
だ
一
人
こ
の
和
漢
聯
句
に
招
か
れ
た
こ
と
に
注
目

し
て
お
き
た
い
。

お
う
ご

脇
を
詠
む
勢
与
は
、
関
ヶ
原
合
戦
の
後
、
応
其
の
跡
を
継
い
で
高
野
山
で
勢
力
を

持
っ
た
勢
誉
で
あ
る
。
前
任
者
の
応
其
は
木
食
上
人
と
呼
ば
れ
、
秀
吉
の
紀
州
攻
め

を
機
に
高
野
山
一
山
の
支
配
を
任
さ
れ
、
青
巌
寺
・
興
山
寺
の
住
職
と
な
り
、
秀
吉
政

権
に
深
く
関
わ
っ
た
。
し
か
し
関
ヶ
原
合
戦
で
は
石
田
三
成
側
に
立
っ
た
の
で
、
高

野
山
を
追
放
さ
れ
、
代
わ
っ
て
一
時
、
勢
誉
は
高
野
山
の
支
配
を
任
さ
れ
、
さ
ら
に

家
康
に
招
か
れ
て
駿
府
の
文
殊
院
に
居
住
し
た
。
そ
れ
は
秀
吉
の
政
治
顧
問
で
あ
っ

た
応
其
と
よ
く
似
て
、
勢
誉
も
ま
た
家
康
に
近
侍
し
た
。
慶
長
一
七
年
（
一
六
一
二
）

没
、
六
四
歳
か
。
連
歌
懐
紙
に
見
え
る
「
勢
与
」
は
連
歌
や
和
漢
に
お
け
る
勢
誉
の
名

で
あ
る
（
『
連
歌
総
目
録
』
明
治
書
院
平
９
）
。
「
高
野
山
事
略
」
に
「
神
祖
駿
府

に
御
座
を
移
さ
れ
し
時
、
勢
誉
を
召
れ
て
、
今
よ
り
後
は
常
に
御
前
に
伺
候
す
へ
し

と
て
、
其
寺
地
を
下
さ
れ
し
か
は
、
文
珠
院
を
駿
府
に
建
立
し
て
移
り
住
し
…
：
韮
解

き
し
ま
ど
う

斑
ご
と
あ
る
。
ま
た
勢
誉
は
和
泉
国
木
島
郷
（
貝
塚
市
）
の
阿
部
氏
出
身
で
新
川
一

族
と
地
縁
関
係
に
あ
っ
た
（
「
高
野
山
総
分
方
風
土
記
」
『
大
日
本
史
料
』
慶
長
一
七

年
（
一
五
一
二
）
三
月
二
三
日
条
「
高
野
山
文
珠
院
勢
誉
寂
す
」
の
項
）
・

第
三
を
詠
む
道
春
は
林
羅
山
の
僧
名
で
あ
る
。
羅
山
は
天
正
二
年
（
一
五
八
三
）

に
生
ま
れ
、
京
都
で
諸
学
を
学
び
、
慶
長
一
○
年
（
一
六
○
五
）
家
康
に
謁
見
後
、
江

戸
の
秀
忠
、
駿
府
の
家
康
に
近
侍
、
出
家
し
て
法
名
を
道
春
と
称
し
た
。
慶
長
一
六

こ
こ
に
紹
介
し
た
「
新
川
盛
政
駿
河
下
向
記
」
の
史
料
的
魅
力
を
考
え
て
み
た
い
。

○
盛
政
が
行
く
先
々
（
多
分
に
宿
泊
地
ご
と
に
な
る
）
で
詠
ん
だ
歌
と
詞
書
き
を

並
べ
た
紀
行
文
で
、
『
伊
勢
物
語
』
第
八
段
に
見
る
伝
統
的
な
歌
日
記
で
あ
る
。

一
応
、
一
か
所
で
一
首
、
ま
た
は
一
句
詠
ん
で
い
る
が
、
二
首
・
三
首
に
及
ぶ
こ

と
も
あ
る
。

○
歌
に
は
狂
歌
も
あ
っ
て
、
歌
に
詠
ま
れ
る
名
所
の
歌
枕
で
は
、
主
に
本
歌
取
り

に
よ
る
和
歌
を
詠
む
。
例
え
ば
３
の
逢
坂
で
は
後
鳥
羽
院
の
「
杉
の
葉
白
き
…
」

を
本
歌
と
し
て
雪
を
花
に
見
立
て
、
別
の
小
夜
の
中
山
で
は
『
古
今
集
』
の
東
歌

「
甲
斐
が
根
」
と
『
新
古
今
集
』
の
西
行
の
「
命
な
り
け
り
」
を
本
歌
と
し
て
二

首
詠
ん
で
い
る
。

一
方
歌
枕
で
な
い
所
で
は
地
名
や
物
の
名
を
詠
み
込
ん
だ
狂
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

例
え
ば
理
の
石
薬
師
で
は
薬
と
石
を
詠
み
込
み
、
“
の
赤
坂
で
は
地
名
を
隠
し
題

に
し
て
「
・
…
．
．
あ
か
さ
か
な
さ
と
お
も
ひ
し
ら
す
は
」
と
詠
ん
で
い
る
。

○
盛
政
は
武
士
（
土
豪
）
と
し
て
か
な
り
教
養
を
積
み
、
和
歌
な
ど
古
典
に
秀
で

年
家
康
に
随
行
し
上
洛
。
江
戸
幕
府
の
朱
子
学
樹
立
。
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
没
、

七
五
歳
。

四
句
目
を
詠
む
信
澄
は
林
羅
山
（
道
春
）
の
弟
、
林
東
舟
で
あ
る
。
二
折
表
一
三
句

目
を
詠
む
清
次
は
三
代
目
の
茶
屋
四
郎
次
郎
で
あ
る
。
宗
匠
の
連
歌
の
進
行
を
助
け

し
ゆ
ひ
つ

る
執
筆
は
不
明
で
あ
る
。
勢
誉
と
親
し
い
者
、
家
康
の
家
臣
か
も
知
れ
な
い
。

五
「
新
川
盛
政
駿
河
下
向
記
」
の
史
料
的
魅
力
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て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
世
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
、
幾
つ
か
の
紀
行
文
、

一
条
兼
良
の
『
藤
河
の
記
』
や
宗
祇
の
『
筑
紫
道
記
』
・
道
興
准
后
の
『
廻
国
雑

記
』
な
ど
が
あ
り
、
武
士
と
し
て
は
細
川
幽
斎
の
『
九
州
道
之
記
』
『
東
国
陣
道

記
』
や
薩
摩
の
島
津
義
久
の
弟
、
島
津
家
久
の
『
家
久
君
上
京
日
記
』
が
あ
る
。

（
９
）

し
か
し
新
川
氏
は
戦
国
大
名
や
国
人
衆
よ
り
も
ラ
ン
ク
の
下
の
土
豪
代
官
で
、
こ

の
ク
ラ
ス
の
武
士
の
紀
行
文
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い
。
そ
う
し
た
中
に
「
新
川
盛

政
駿
河
下
向
記
」
は
注
目
す
べ
き
紀
行
文
と
い
え
よ
う
。
盛
政
の
教
養
に
つ
い
て

は
前
掲
の
山
村
・
大
利
の
「
「
難
波
草
紙
」
再
考
」
（
鶴
崎
編
『
地
域
文
化
の
歴
史
を

往
く
ｌ
古
代
・
中
世
か
ら
近
世
へ
ｌ
』
和
泉
書
院
刊
平
型
）
に
詳
し
く
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

○
慶
長
年
間
の
東
海
道
の
紀
行
文
は
少
な
い
の
で
、
地
方
史
の
史
料
と
し
て
も
貴

重
で
あ
る
。
以
下
、
箇
条
書
き
に
気
付
い
た
事
柄
を
記
す
。

○
四
の
桑
津
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
文
で
は
日
永
と
富
田
の
間
に
あ
る
。

○
弱
の
志
香
須
賀
渡
の
後
に
「
入
海
と
外
の
海
と
一
つ
に
な
り
し
よ
り
、
此
処
を

今
切
と
い
ふ
也
」
と
あ
る
現
在
の
浜
名
湖
と
遠
州
灘
が
繋
が
っ
た
地
形
の
形
成
に

つ
い
て
は
、
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
静
岡
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
）
に
は
明
応
七
年

（
一
四
九
八
）
の
地
震
、
ま
た
は
永
正
七
年
（
一
五
一
○
）
の
高
潮
に
よ
る
と
推
測

し
て
い
る
が
、
近
年
、
平
成
七
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
や
平
成
二
三
年
の
東
日
本

大
震
災
以
降
に
震
災
史
に
関
す
る
研
究
が
進
み
、
明
応
七
年
の
地
震
説
が
有
力
視

（
脚
）

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
下
向
記
も
慶
長
一
六
年
の
現
状
を
示
す
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

○
万
の
清
水
峠
に
つ
い
て
、
静
岡
県
下
の
歴
史
に
詳
し
い
大
塚
勲
氏
の
ご
指
摘
に

よ
る
と
、
慶
長
八
年
（
一
五
○
八
）
に
あ
っ
た
と
い
う
大
井
川
の
洪
水
に
よ
り
島

田
か
ら
東
の
東
海
道
の
道
筋
が
北
側
に
移
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
下

向
記
は
そ
れ
を
証
明
す
る
唯
一
の
史
料
と
な
る
。
大
塚
勲
氏
は
近
く
実
地
踏
査
を

計
画
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

○
卵
の
府
中
（
駿
府
）
文
殊
院
に
お
け
る
和
漢
聯
句
に
は
政
治
的
な
意
味
や
目
的
が

伺
わ
れ
る
。
こ
の
下
向
記
の
旅
が
あ
っ
た
慶
長
一
六
年
は
関
ヶ
原
合
戦
後
二
年
、

大
坂
の
陣
前
四
年
に
当
た
り
、
徳
川
氏
は
大
坂
方
に
対
し
て
少
し
で
も
味
方
を
増

や
し
、
勢
力
を
拡
大
を
は
か
っ
た
時
期
で
あ
る
。
和
泉
の
卜
半
・
新
川
一
門
を
取
り

込
む
こ
と
は
徳
川
方
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。
寄
り
合
い
の
文

芸
で
あ
る
連
歌
や
和
漢
聯
句
は
同
座
し
た
連
衆
の
心
を
一
つ
に
す
る
、
一
撲
的
雰

囲
気
を
醸
し
出
す
効
果
が
あ
る
。
一
座
に
招
か
れ
た
盛
政
は
そ
の
座
に
見
合
う
歌

・
連
歌
の
素
養
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
家
康
の
有
力
な
側
近
で
あ
る
勢
与
（
勢

誉
）
や
道
春
（
林
羅
山
）
に
囲
ま
れ
て
発
句
を
詠
む
よ
う
に
勧
め
ら
れ
、
連
衆
中
最
も

多
い
二
七
句
も
詠
む
。
春
の
こ
と
と
て
発
句
に
は
花
を
詠
ん
だ
。
ま
さ
に
花
を
持

た
す
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
歓
待
ぶ
り
で
あ
る
。
こ
れ
が
政
治
的
に
意
識
さ
れ
、
計

画
さ
れ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
は
盛
政
を
し
て
、
同
道
し
た
一

行
を
し
て
、
満
足
し
て
和
泉
国
貝
塚
に
帰
す
こ
と
に
な
っ
た
と
思
う
。

天
正
一
五
年
（
一
五
八
七
）
の
こ
と
、
秀
吉
の
九
州
攻
め
の
後
、
敗
北
し
た
島
津

義
久
は
す
ぐ
に
上
洛
し
て
暫
く
秀
吉
の
許
に
滞
在
し
た
。
言
わ
ば
謹
慎
で
あ
る
。

も
く
じ
き
お
う
ご

そ
の
間
、
義
久
は
玄
旨
（
細
川
幽
斎
）
・
興
山
上
人
（
木
食
応
其
）
・
聖
護
院
道
澄
や
連

（
Ⅲ
）

歌
師
紹
巴
・
昌
叱
た
ち
の
百
韻
連
歌
の
出
座
し
て
い
る
。
面
々
は
秀
吉
に
親
し
く
、

紹
巴
・
昌
叱
は
秀
吉
お
気
に
入
り
の
連
歌
師
で
あ
る
。
島
津
義
久
は
九
州
の
大
大
名

で
あ
る
が
敗
軍
の
将
で
あ
り
、
新
川
盛
政
は
一
地
方
の
土
豪
で
あ
る
が
訴
訟
の
勝
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注
（
１
）
織
豊
期
、
土
豪
の
一
門
と
し
て
和
泉
国
南
郡
か
ら
日
根
郡
北
部
を
支
配
し
た
新
川
氏
は

近
世
に
も
在
地
代
官
と
な
っ
て
勢
力
を
保
ち
、
一
門
に
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
中
庄

を
根
拠
に
し
た
中
庄
新
川
氏
、
瓦
屋
（
泉
佐
野
市
下
瓦
屋
）
を
根
拠
に
し
た
佐
野
川
新
川

氏
（
佐
野
川
は
瓦
屋
の
南
を
流
れ
る
）
、
貝
塚
寺
内
町
を
支
配
し
た
卜
半
家
の
支
流
で
あ

る
貝
塚
新
川
氏
な
ど
が
い
る
の
で
、
地
名
を
冠
し
て
、
例
え
ば
「
中
庄
新
川
氏
」
「
中
庄
新

川
家
文
書
」
の
よ
う
に
明
記
す
る
。

利
者
で
あ
る
。
身
分
の
相
違
、
立
場
の
相
違
は
あ
る
が
、
秀
吉
や
家
康
の
側
近
た

ち
に
囲
ま
れ
て
連
歌
を
興
じ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
座
を
一
に
す
る
寄
り
合
い

の
文
芸
の
「
政
治
力
」
、
そ
し
て
こ
こ
に
、
こ
の
下
向
記
や
和
漢
聯
句
の
史
料
的
魅

力
が
あ
る
。

○
こ
の
下
向
記
は
何
処
で
、
ど
の
段
階
で
書
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば

道
中
の
途
中
と
か
、
最
後
の
地
名
で
あ
る
最
終
目
的
地
の
駿
府
と
か
考
え
ら
れ
る

が
、
や
は
り
帰
国
し
て
和
泉
国
の
貝
塚
、
ま
た
は
中
庄
で
ま
と
め
た
と
思
わ
れ
る
。

歌
は
途
中
の
宿
泊
地
な
ど
で
詠
ま
れ
て
手
控
え
に
書
き
留
め
た
も
の
を
順
を
追
っ

て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
記
憶
違
い
も
あ
っ
た
ろ
う
。
湖
の
桑
津

な
ど
記
憶
違
い
の
可
能
性
が
あ
る
。

○
そ
れ
に
し
て
も
各
地
で
失
礼
な
歌
・
無
礼
な
狂
歌
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
例

え
ば
四
の
桑
津
、
妬
の
五
位
、
鯛
の
原
川
で
の
狂
歌
な
ど
。
現
代
と
違
っ
て
中
世

や
近
世
初
頭
の
地
域
分
立
の
風
潮
の
時
代
と
い
え
よ
う
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
も
よ
ろ

う
が
、
例
え
ば
宗
長
や
宗
牧
な
ど
旅
慣
れ
た
連
歌
師
た
ち
の
紀
行
に
は
見
え
な
い

歌
や
句
と
い
え
よ
う
。

（
２
）
現
在
新
川
家
文
書
は
非
公
開
で
あ
る
が
、
大
阪
府
泉
佐
野
市
の
歴
史
館
い
ず
み
さ
の
に

『
泉
佐
野
市
史
』
編
纂
の
た
め
撮
影
さ
れ
た
主
要
な
文
書
が
あ
り
、
問
い
合
わ
せ
れ
ば

写
真
版
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
３
）
ほ
か
に
「
中
庄
新
川
家
文
書
」
の
研
究
成
果
は
『
新
修
泉
佐
野
市
史
』
第
一
巻
通
史
編

清
文
堂
出
版
平
加
に
見
ら
れ
る
。

（
４
）
吉
井
克
信
「
貝
塚
寺
内
・
願
泉
寺
の
由
緒
を
め
ぐ
っ
て
」
『
論
集
仏
教
土
着
』
法
蔵
館

平
脂

（
５
）
広
田
浩
治
「
鯉
糾
＃
新
川
盛
政
あ
て
沢
庵
宗
彰
等
書
状
」
泉
佐
野
の
歴
史
と
今
を
知
る
会

『
会
報
』
三
三
二
号
平
”
・
８

（
６
）
こ
の
相
論
や
寺
内
町
に
つ
い
て
は
、
福
尾
猛
市
郎
「
近
世
寺
内
町
の
性
質
ｌ
特
に
和
泉
国

貝
塚
寺
内
町
に
つ
い
て
ｌ
」
『
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
史
学
論
文
集
』
、
福
尾
猛
市
郎

「
封
建
再
編
成
期
に
お
け
る
集
落
自
治
の
一
様
相
と
そ
の
変
貌
に
つ
い
て
ｌ
主
と
し
て
和

泉
貝
塚
寺
内
を
め
ぐ
る
考
察
ｌ
」
『
史
学
研
究
』
認
広
島
史
学
研
究
会
昭
帥
、
中
部
よ

し
子
『
近
世
都
市
の
成
立
と
構
造
』
新
生
社
昭
蛇
、
藤
本
篤
「
近
世
寺
内
町
の
存
立
ｌ

和
泉
貝
塚
寺
内
地
頭
卜
半
氏
の
守
成
に
つ
い
て
ｌ
」
扇
識
誌
日
本
史
論
護
』
昭
即
近

藤
孝
敏
「
貝
塚
寺
内
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
ｌ
「
貝
塚
寺
内
基
立
書
」
史
料
批
判
を
通
じ
て

ｌ
」
『
寺
内
町
の
研
究
』
第
三
巻
法
蔵
館
平
成
、
、
な
ど
の
諸
研
究
が
あ
る
。

（
７
）
『
貝
塚
市
史
』
三
史
料
昭
調
に
よ
る
。

（
８
）
和
泉
文
化
研
究
会
『
和
泉
志
』
二
二
昭
妬
・
６

（
９
）
三
浦
圭
一
『
中
世
民
衆
生
活
史
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
昭
鏥
、
小
山
鏑
憲
『
中
世
寺
社

と
荘
園
制
』
塙
書
房
平
皿

（
Ⅲ
）
例
え
ば
矢
田
俊
文
『
地
震
と
中
世
の
流
通
』
高
志
書
院
平
理
、
同
「
地
震
直
前
の
民
衆

の
生
活
」
（
鶴
崎
編
『
地
域
文
化
の
歴
史
を
往
く
ｌ
古
代
・
中
世
か
ら
近
世
へ
ｌ
Ｌ
和
泉

書
院
刊
平
塑
）
、
同
『
中
世
の
巨
大
地
震
』
吉
川
弘
文
館
平
”

（
皿
）
鶴
崎
裕
雄
「
秀
吉
と
木
食
応
其
ｌ
連
歌
作
品
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
１
Ｊ
関
西
大
学
津

田
秀
夫
先
生
古
稀
記
念
会
『
封
建
社
会
と
近
代
』
昭
“
（
平
元
）
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